
(57)【要約】

【課題】　新しい形態の通信を行うことにより、柔軟な

信号処理を可能とする。

【解決手段】　ICチップ１iは、他のすべてのICチップj
との通信を同時に行う第１の通信と、他のICチップjか

ら、通信相手を制限して通信を行う第２の通信とが可能

であり、第２の通信は、周波数分割や符号分割により、

あるいは偏波を調整することにより、通信相手を制限し

て行われる。即ち、ICチップ１iは、放送的な形態の第

１の通信と通信的な形態の第２の通信との両方による、

新しい形態の通信によって、信号の送受信を行う。本発

明は、例えば、半導体チップに適用できる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 を 備 え る 信 号 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 そ れ ぞ れ は 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 と 通 信 を 行 う 通 信 部 と 、
　 　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 と
　 を 有 し 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 の う ち の 少 な く と も １ つ は 、
　 　 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 そ れ ぞ れ は 、 ア ン テ ナ を さ ら に 有 し 、
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ を 介 し て 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 を 制 御 す る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 と 、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ア ン テ ナ を さ ら に 有 し 、
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ を 介 し て 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 を 制 御 す る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 と 、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 の 信 号 処 理 方 法 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
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　 こ と を 特 徴 と す る 信 号 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処
理 ス テ ッ プ を 有 す る 、 コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処
理 ス テ ッ プ を 有 す る 、 コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る 記 録 媒
体 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム
　 が 記 録 さ れ て い る 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 を 備 え る 信 号 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 そ れ ぞ れ は 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 と 通 信 を 行 う 通 信 部 と 、
　 　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 と
　 を 有 し 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 の う ち の 少 な く と も １ つ は 、
　 　 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 そ れ ぞ れ は 、 ア ン テ ナ を さ ら に 有 し 、
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ を 介 し て 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 を 制 御 す る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 と 、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 信 号 処 理 装 置 。
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【 請 求 項 １ ７ 】
　 ア ン テ ナ を さ ら に 有 し 、
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ を 介 し て 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 を 制 御 す る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 と 、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 の 信 号 処 理 方 法 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 信 号 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処
理 ス テ ッ プ を 有 す る 、 コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処
理 ス テ ッ プ を 有 す る 、 コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ て い る 記 録 媒
体 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム
　 が 記 録 さ れ て い る 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 を 備 え る 信 号 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 そ れ ぞ れ は 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 と 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う 通 信 部 と 、
　 　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 と
　 を 有 し 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 の う ち の 少 な く と も １ つ は 、
　 　 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 前 記 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
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　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 を 制 御 す る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う 通 信 部 と 、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 前 記 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 を 制 御 す る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う 通 信 部 と 、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 の 信 号 処 理 方 法 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 前 記 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 信 号 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理
を 行 う 信 号 処 理 ス テ ッ プ を 有 す る 、 コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 前 記 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理
を 行 う 信 号 処 理 ス テ ッ プ を 有 す る 、 コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ
て い る 記 録 媒 体 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 前 記 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム
　 が 記 録 さ れ て い る 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 信 号 処 理 装 置 お よ び 信 号 処 理 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 、 並 び に 記 録 媒 体 に 関 し 、 特
に 、 新 し い 形 態 の 通 信 を 行 う こ と に よ り 、 柔 軟 な 信 号 処 理 を 可 能 と す る 信 号 処 理 装 置 お よ
び 信 号 処 理 方 法 、 プ ロ グ ラ ム 、 並 び に 記 録 媒 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 や デ ィ ス ク 装 置 な ど の AV(Audio Visual)機 器 、 電 話 機 や フ
ァ ク シ ミ リ な ど の 通 信 機 器 、 さ ら に は 、 コ ン ピ ュ ー タ そ の 他 の 電 子 機 器 の 多 く は 、 そ の 筐
体 内 に 、 各 種 の 半 導 体 チ ッ プ が 配 置 さ れ た 回 路 基 板 を 有 し 、 そ の 回 路 基 板 上 の 半 導 体 チ ッ
プ に お い て 各 種 の 処 理 が 行 わ れ る こ と に よ り 、 そ の 電 子 機 器 の 機 能 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 回 路 基 板 上 に は 、 半 導 体 チ ッ プ ど う し を 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 が 設 け ら れ て お り 、 半 導
体 チ ッ プ ど う し は 、 そ の 配 線 を 介 し て 、 各 種 の 信 号 を や り と り す る 。 近 年 に お い て は 、 半
導 体 チ ッ プ の 高 機 能 化 、 高 集 積 化 に 伴 い 、 そ の よ う な 半 導 体 チ ッ プ ど う し を 接 続 す る 配 線
が 複 雑 化 し 、 配 線 を 行 う 回 路 基 板 の ス ペ ー ス が な く な っ て き て い る 。 そ こ で 、 多 層 基 板 と
呼 ば れ る 回 路 基 板 で は 、 複 数 の 層 に 配 線 が 設 け ら れ 、 半 導 体 チ ッ プ ど う し が 接 続 さ れ る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 今 後 、 半 導 体 チ ッ プ の さ ら な る 高 機 能 化 、 高 集 積 化 が 進 み 、 ま す ま す 配
線 が 複 雑 化 す る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ や ２ に は 、 半 導 体 チ ッ プ ど う し に お い て 、 無 線 に よ り 信 号 を や り と
り す る 技 術 が 記 載 さ れ て い る 。 即 ち 、 特 許 文 献 １ や ２ に は 、 複 数 の 半 導 体 チ ッ プ そ れ ぞ れ
に 、 あ る 周 波 数 帯 域 や 符 号 を 割 り 当 て 、 そ の 割 り 当 て ら れ た 周 波 数 帯 域 を 用 い た 周 波 数 分
割 多 重 方 式 の 通 信 や 、 割 り 当 て ら れ た 符 号 を 用 い た 符 号 分 割 多 重 方 式 の 通 信 を 行 う こ と に
よ り 、 特 定 の 半 導 体 チ ッ プ ど う し で 、 信 号 を や り と り す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 、 半 導 体 チ ッ プ ど う し に お い て 、 有 線 に よ り 、 割 り 当 て ら れ た 符
号 を 用 い た 符 号 分 割 多 重 方 式 の 通 信 を 行 う こ と に よ っ て 、 特 定 の 半 導 体 チ ッ プ ど う し で 、
信 号 を や り と り す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 10-285181号 公 報 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2001-060130号 公 報 。
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2000-187538号 公 報 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ 乃 至 ３ に 記 載 の 方 法 で は 、 通 信 す る 相 手 を 特 定 し て 、 １ 対 １ の 通 信 が 行 わ れ
る 。 従 っ て 、 例 え ば 、 あ る １ の 半 導 体 チ ッ プ か ら 、 複 数 の 半 導 体 チ ッ プ に 対 し て 、 コ マ ン
ド や 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 送 信 す る 場 合 に は 、 １ の 半 導 体 チ ッ プ か ら 、 複 数 の 半 導
体 チ ッ プ の 数 だ け 、 同 一 の 信 号 を 送 信 す る 通 信 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 そ の 結 果 、 信 号
の や り と り に 時 間 を 要 し 、 可 能 な 信 号 処 理 が 制 限 さ れ る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 新 し い 形 態 の 通 信 を 行 う こ と
に よ り 、 柔 軟 な 信 号 処 理 を 行 う こ と が で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 信 号 処 理 装 置 は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １
の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で
あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 信 号 処 理 装 置 は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １
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の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で
あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 信 号 処 理 方 法 は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １
の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で
あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ の プ ロ グ ラ ム は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の
通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で あ
り 、 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と
の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行
う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ
れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 信 号 処 理 装 置 は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １
の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で
あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 信 号 処 理 装 置 は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １
の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で
あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 信 号 処 理 方 法 は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １
の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で
あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の プ ロ グ ラ ム は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の
通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で あ
り 、 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と
の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行
う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 信 号 処 理 装 置 は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １
の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で
あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 信 号 処 理 装 置 は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １
の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で
あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 信 号 処 理 方 法 は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １
の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で
あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特
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徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の プ ロ グ ラ ム は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の
通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で あ
り 、 第 ２ の 通 信 は 、 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と
の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行
う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で あ り 、 第 ２ の 通 信 は 、 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制
限 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 信 号 処 理 装 置 に お い て は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に
行 う 第 １ の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
が 行 わ れ る 。 そ し て 、 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 信 号 処 理 装 置 お よ び 第 １ の 信 号 処 理 方 法 、 第 １ の プ ロ グ ラ ム 、 並 び に 第
１ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム に お い て は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通
信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第
２ の 通 信 と が 行 わ れ る 。 そ し て 、 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 信 号 処 理 装 置 に お い て は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に
行 う 第 １ の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
が 行 わ れ る 。 そ し て 、 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 信 号 処 理 装 置 お よ び 第 ２ の 信 号 処 理 方 法 、 第 ２ の プ ロ グ ラ ム 、 並 び に 第
２ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム に お い て は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通
信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第
２ の 通 信 と が 行 わ れ る 。 そ し て 、 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 信 号 処 理 装 置 に お い て は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に
行 う 第 １ の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
が 行 わ れ る 。 そ し て 、 第 ２ の 通 信 は 、 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 信 号 処 理 装 置 お よ び 第 ３ の 信 号 処 理 方 法 、 第 ３ の プ ロ グ ラ ム 、 並 び に 第
３ の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム に お い て は 、 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通
信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第
２ の 通 信 と が 行 わ れ る 。 そ し て 、 第 ２ の 通 信 は 、 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を
制 限 し て 行 わ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 新 し い 形 態 の 通 信 が 行 わ れ る こ と に よ り 、 柔 軟 な 信 号 処 理 が 可 能 と な
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る が 、 請 求 項 に 記 載 の 構 成 要 件 と 、 発 明 の 実 施 の 形
態 に お け る 具 体 例 と の 対 応 関 係 を 例 示 す る と 、 次 の よ う に な る 。 こ の 記 載 は 、 請 求 項 に 記
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載 さ れ て い る 発 明 を サ ポ ー ト す る 具 体 例 が 、 発 明 の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る こ と を 確
認 す る た め の も の で あ る 。 従 っ て 、 発 明 の 実 施 の 形 態 中 に は 記 載 さ れ て い る が 、 構 成 要 件
に 対 応 す る も の と し て 、 こ こ に は 記 載 さ れ て い な い 具 体 例 が あ っ た と し て も 、 そ の こ と は
、 そ の 具 体 例 が 、 そ の 構 成 要 件 に 対 応 す る も の で は な い こ と を 意 味 す る も の で は な い 。 逆
に 、 具 体 例 が 構 成 要 件 に 対 応 す る も の と し て こ こ に 記 載 さ れ て い た と し て も 、 そ の こ と は
、 そ の 具 体 例 が 、 そ の 構 成 要 件 以 外 の 構 成 要 件 に は 対 応 し な い も の で あ る こ と を 意 味 す る
も の で も な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 こ の 記 載 は 、 発 明 の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る 具 体 例 に 対 応 す る 発 明 が 、 請
求 項 に 全 て 記 載 さ れ て い る こ と を 意 味 す る も の で は な い 。 換 言 す れ ば 、 こ の 記 載 は 、 発 明
の 実 施 の 形 態 に 記 載 さ れ て い る 具 体 例 に 対 応 す る 発 明 で あ っ て 、 こ の 出 願 の 請 求 項 に は 記
載 さ れ て い な い 発 明 の 存 在 、 す な わ ち 、 将 来 、 分 割 出 願 さ れ た り 、 補 正 に よ り 追 加 さ れ る
発 明 の 存 在 を 否 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 は 、
　 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 （ 例 え ば 、 図 ２ の ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 ） を 備 え る 信 号 処 理 装 置 に
お い て 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 そ れ ぞ れ は 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 と 通 信 を 行 う 通 信 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 無 線 回 路 １ ２ ） と 、
　 　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 信
号 処 理 回 路 １ ３ ） と
　 を 有 し 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 の う ち の 少 な く と も １ つ は 、
　 　 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 は 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 そ れ ぞ れ は 、 ア ン テ ナ （ 例 え ば 、 図 １ の ア ン テ ナ １ １ ） を さ
ら に 有 し 、
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ を 介 し て 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 は 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 無 線 回 路 １ ２ ） と 、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 信 号
処 理 回 路 １ ３ ） と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 は 、
　 ア ン テ ナ （ 例 え ば 、 図 １ の ア ン テ ナ １ １ ） を さ ら に 有 し 、
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ を 介 し て 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 信 号 処 理 方 法 は 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 無 線 回 路 １ ２ ） と 、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 信 号
処 理 回 路 １ ３ ） と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 の 信 号 処 理 方 法 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム お よ び 請 求 項 １ １ に 記 載 の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る プ
ロ グ ラ ム は 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処
理 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 ６ の ス テ ッ プ Ｓ ３ １ の 処 理 ） を 有 す る 、 コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り
可 能 な プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 は 、
　 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 （ 例 え ば 、 図 ２ の ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 ） を 備 え る 信 号 処 理 装 置 に
お い て 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 そ れ ぞ れ は 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 と 通 信 を 行 う 通 信 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 無 線 回 路 １ ２ ） と 、
　 　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 信
号 処 理 回 路 １ ３ ） と
　 を 有 し 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 の う ち の 少 な く と も １ つ は 、
　 　 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 は 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 そ れ ぞ れ は 、 ア ン テ ナ （ 例 え ば 、 図 １ の ア ン テ ナ １ １ ） を さ
ら に 有 し 、
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ を 介 し て 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 は 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 無 線 回 路 １ ２ ） と 、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 信 号
処 理 回 路 １ ３ ） と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
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　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 は 、
　 ア ン テ ナ （ 例 え ば 、 図 １ の ア ン テ ナ １ １ ） を さ ら に 有 し 、
　 前 記 通 信 部 は 、 前 記 ア ン テ ナ を 介 し て 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 信 号 処 理 方 法 は 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 無 線 回 路 １ ２ ） と 、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 信 号
処 理 回 路 １ ３ ） と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 の 信 号 処 理 方 法 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 請 求 項 ２ １ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム お よ び 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る プ
ロ グ ラ ム は 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処
理 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 １ ２ の ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ の 処 理 ） を 有 す る 、 コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取
り 可 能 な プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 符 号 分 割 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 は 、
　 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 （ 例 え ば 、 図 ２ の ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 ） を 備 え る 信 号 処 理 装 置 に
お い て 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 そ れ ぞ れ は 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 と 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う 通 信 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 無 線 回 路 １ ２ ）
と 、
　 　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 信
号 処 理 回 路 １ ３ ） と
　 を 有 し 、
　 前 記 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 の う ち の 少 な く と も １ つ は 、
　 　 他 の す べ て の 信 号 処 理 手 段 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 　 他 の 信 号 処 理 手 段 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 前 記 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 信 号 処 理 装 置 は 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う 通 信 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 無 線 回 路 １ ２ ） と
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、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 信 号
処 理 回 路 １ ３ ） と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 前 記 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 信 号 処 理 方 法 は 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う 通 信 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 無 線 回 路 １ ２ ） と
、
　 前 記 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 （ 例 え ば 、 図 １ の 信 号
処 理 回 路 １ ３ ） と
　 を 有 す る 信 号 処 理 装 置 の 信 号 処 理 方 法 に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 前 記 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の プ ロ グ ラ ム お よ び 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る プ
ロ グ ラ ム は 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 と 電 磁 波 に よ る 通 信 を 行 う 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理
を 行 う 信 号 処 理 ス テ ッ プ （ 例 え ば 、 図 １ １ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ の 処 理 ） を 有 す る 、 コ ン ピ
ュ ー タ が 読 み 取 り 可 能 な プ ロ グ ラ ム に お い て 、
　 他 の す べ て の 信 号 処 理 装 置 と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 他 の 信 号 処 理 装 置 か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 通 信 は 、 前 記 電 磁 波 の 偏 波 面 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 半 導 体 チ ッ プ の 機 能 的 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ に お い て 、 半 導 体 チ ッ プ は 、 ア ン テ ナ １ １ 、 無 線 回 路 １ ２ 、 お よ び 信 号 処 理 回 路 １
３ か ら 構 成 さ れ て い る 。 無 線 回 路 １ ２ お よ び 信 号 処 理 回 路 １ ３ は 、 １ チ ッ プ の 、 例 え ば 、
CMOS(Complementary Metal Oxide Semiconductor)上 に 構 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 図 １ の
半 導 体 チ ッ プ は 、 １ チ ッ プ の IC(Integrated Circuit)あ る い は LSI(Large Scale Integrat
ion)で あ る 。 な お 、 ア ン テ ナ １ １ も 、 CMOS上 に 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ の 半 導 体 チ ッ プ に お い て は 、 外 部 と の 間 の 信 号 の 入 出 力 の た め の 信 号 端 子 （ ピ ン ）
を 設 け る こ と が で き る が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ア ー ス （ グ ラ ン ド ） と 電 源 V C C に 接 続 す る
た め の ア ー ス 端 子 １ ６ と 電 源 端 子 １ ７ を 除 き 、 半 導 体 チ ッ プ に は 、 信 号 端 子 は 設 け ら れ て
い な い 。 即 ち 、 図 １ の 半 導 体 チ ッ プ に は 、 信 号 端 子 と し て 、 ア ー ス 端 子 １ ６ と 電 源 端 子 １
７ だ け が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ア ン テ ナ １ １ は 、 外 部 か ら 送 信 さ れ て く る 無 線 信 号 （ 電 波 ） を 受 信 し 、 対 応 す る 受 信 信
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号 を 、 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 ま た 、 ア ン テ ナ １ １ は 、 無 線 回 路 １ ２ か ら 供 給 さ れ る 信
号 を 、 電 波 と し て 送 信 す る 。 な お 、 ア ン テ ナ １ １ と し て は 、 例 え ば 、 ル ー プ 型 の ア ン テ ナ
や 、 ス タ ッ ク ア ン テ ナ な ど の 任 意 の ア ン テ ナ を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 即 ち 、 ア ン テ
ナ １ １ の 形 状 や 種 類 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 無 線 回 路 １ ２ は 、 外 部 と の 間 で 、 電 磁 波 に よ る 無 線 通 信 を 行 う 。 即 ち 、 無 線 回 路 １ ２ は
、 信 号 処 理 回 路 １ ３ か ら 供 給 さ れ る 信 号 に 応 じ て 、 キ ャ リ ア の 変 調 等 の 無 線 通 信 に 必 要 な
処 理 を 行 い 、 そ の 結 果 得 ら れ る 変 調 信 号 を 、 ア ン テ ナ １ １ に 供 給 す る こ と に よ り 、 電 波 （
電 磁 波 ） に よ っ て 送 信 さ せ る 。 ま た 、 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら 供 給 さ れ る 、 外
部 か ら の 電 波 を 受 信 し た 受 信 信 号 （ 変 調 信 号 ） に 対 し て 、 復 調 等 の 無 線 通 信 に 必 要 な 処 理
を 行 い 、 そ の 結 果 得 ら れ る 信 号 （ 復 調 信 号 ） を 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 信 号 処 理 回 路 １ ３ は 、 無 線 回 路 １ ２ か ら 供 給 さ れ る 信 号 を 信 号 処 理 し 、 さ ら に 、 必 要 に
応 じ て 、 そ の 信 号 処 理 の 結 果 得 ら れ る 信 号 を 、 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 即 ち 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ は 、 演 算 回 路 １ ４ お よ び 記 憶 回 路 １ ５ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 演 算 回 路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２ か ら 供 給 さ れ る 信 号 や 、 記 憶 回 路 １ ５ に 記 憶 さ れ た 信 号
に 所 定 の 信 号 処 理 を 施 し 、 そ の 信 号 処 理 の 結 果 得 ら れ る 信 号 を 、 記 憶 回 路 １ ５ に 供 給 し て
記 憶 さ せ 、 あ る い は 、 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 し 、 ア ン テ ナ １ １ か ら 電 波 と し て 送 信 さ せ る 。
ま た 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 記 憶 回 路 １ ５ に 記 憶 さ れ た 信 号 （ デ ー タ ） を 、 無 線 回 路 １ ２ に 供
給 し 、 ア ン テ ナ １ １ か ら 電 波 と し て 送 信 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 記 憶 回 路 １ ５ は 、 演 算 回 路 １ ４ の 処 理 上 必 要 な 信 号 そ の 他 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 NANDゲ ー ト な ど の 論 理 回 路 そ の 他 の 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア で 構 成
し 、 そ の 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア に よ っ て 、 所 定 の 信 号 処 理 を 行 う よ う に す る こ と が で き る 。
ま た 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 プ ロ グ ラ ム を 実 行 可 能 な プ ロ セ ッ サ （ コ ン ピ ュ ー タ ） で 構 成 し 、
そ の プ ロ セ ッ サ に プ ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る こ と に よ っ て 、 所 定 の 信 号 処 理 を 行 う よ う に す
る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 演 算 回 路 １ ４ を プ ロ セ ッ サ で 構 成 す る 場 合 に 、 そ の プ ロ セ ッ サ に 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム
は 、 記 憶 回 路 １ ５ に 、 あ ら か じ め 記 憶 さ せ て お く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 あ る い は ま た 、 プ ロ グ ラ ム は 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 CD-ROM(Compact Disc Read Onl
y Memory)， MO(Magneto Optical)デ ィ ス ク ， DVD(Digital Versatile Disc)、 磁 気 デ ィ ス
ク 、 半 導 体 メ モ リ な ど の リ ム ー バ ブ ル 記 録 媒 体 に 、 一 時 的 あ る い は 永 続 的 に 格 納 （ 記 録 ）
し て お く こ と が で き る 。 こ の よ う な リ ム ー バ ブ ル 記 録 媒 体 は 、 い わ ゆ る パ ッ ケ ー ジ ソ フ ト
ウ エ ア と し て 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 プ ロ グ ラ ム は 、 ダ ウ ン ロ ー ド サ イ ト か ら 、 デ ィ ジ タ ル 衛 星 放 送 用 の 人 工 衛 星 を 介
し て 、 あ る い は 、 LAN(Local Area Network)、 イ ン タ ー ネ ッ ト と い っ た ネ ッ ト ワ ー ク を 介
し て 、 半 導 体 チ ッ プ に 無 線 で 転 送 し 、 半 導 体 チ ッ プ で は 、 そ の よ う に し て 転 送 さ れ て く る
プ ロ グ ラ ム を 、 ア ン テ ナ １ １ で 受 信 し 、 無 線 回 路 １ ２ お よ び 演 算 回 路 １ ４ を 介 し て 、 記 憶
回 路 １ ５ に イ ン ス ト ー ル す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ こ で 、 本 明 細 書 に お い て 、 演 算 回 路 １ ４ に 各 種 の 処 理 を 行 わ せ る た め の プ ロ グ ラ ム を
記 述 す る 処 理 ス テ ッ プ は 、 必 ず し も 後 述 す る フ ロ ー チ ャ ー ト と し て 記 載 さ れ た 順 序 に 沿 っ
て 時 系 列 に 処 理 す る 必 要 は な く 、 並 列 的 あ る い は 個 別 に 実 行 さ れ る 処 理 （ 例 え ば 、 並 列 処
理 あ る い は オ ブ ジ ェ ク ト に よ る 処 理 ） も 含 む も の で あ る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 プ ロ グ ラ ム は 、 １ の 演 算 回 路 １ ４ に よ り 処 理 さ れ る も の で あ っ て も 良 い し 、 複 数
の 演 算 回 路 に よ っ て 分 散 処 理 さ れ る も の で あ っ て も 良 い 。 さ ら に 、 プ ロ グ ラ ム は 、 他 の 演
算 回 路 に 転 送 さ れ て 実 行 さ れ る も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ア ー ス 端 子 １ ６ と 電 源 端 子 １ ７ は 、 半 導 体 チ ッ プ の パ ッ ケ ー ジ か ら 外 部 に 露 出 し て い る
端 子 で 、 そ れ ぞ れ 、 ア ー ス GNDと 電 源 Vccに 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 な お 、 ア ー ス 端 子 １ ６ と 電 源 端 子 １ ７ は 、 半 導 体 チ ッ プ を 構 成 す る 必 要 な ブ ロ ッ ク に 接
続 さ れ て い る が 、 そ の 接 続 線 は 、 図 が 煩 雑 に な る の を 避 け る た め 、 図 示 を 省 略 し て あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 半 導 体 チ ッ プ で は 、 ア ン テ ナ １ １ で 電 波 が 受 信 さ れ 、 ア ン テ ナ
１ １ で 受 信 さ れ た 電 波 に 対 応 す る 受 信 信 号 が 、 無 線 回 路 １ ２ を 介 し て 、 信 号 処 理 回 路 １ ３
に 供 給 さ れ る 。 信 号 処 理 回 路 １ ３ は 、 無 線 回 路 １ ２ を 介 し て 供 給 さ れ る 受 信 信 号 を 信 号 処
理 す る 。 さ ら に 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ は 、 必 要 に 応 じ て 、 信 号 処 理 の 結 果 得 ら れ た 信 号 を 、
無 線 回 路 １ ２ を 介 し て 、 ア ン テ ナ １ １ に 供 給 し 、 電 波 で 送 信 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 半 導 体 チ ッ プ を 適 用 し た 信 号 処 理 装 置 の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ２ の 信 号 処 理 装 置 は 、 複 数 の 半 導 体 チ ッ プ と し て の ５ 個 の ICチ ッ プ １ 1 ， １ 2 ， １ 3 ，
１ 4 ， １ 5 が 、 接 続 板 ２ 上 に 配 置 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 接 続 板 ２ に は 、 そ の 他 の IC
チ ッ プ も 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ICチ ッ プ １ i は （ ｉ ＝ １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ） 、 図 １ で 説 明 し た 半 導 体 チ ッ プ と 同 様 に 構
成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 ICチ ッ プ １ i は 、 ア ー ス 端 子 １ ６ と 電 源 端 子 １ ７ を 有 す る 。 そ し
て 、 ICチ ッ プ １ i は 、 そ の ア ー ス 端 子 １ ６ と 電 源 端 子 １ ７ が 、 接 続 板 ２ に 設 け ら れ た 任 意
の セ ッ ト の ア ー ス 端 子 と 電 源 端 子 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る よ う に 、 接 続 板 ２ 上 に 配 置 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 即 ち 、 接 続 板 ２ に は 、 ア ー ス 端 子 と 電 源 端 子 （ い ず れ も 図 示 せ ず ） と の セ ッ ト が 複 数 セ
ッ ト 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 ICチ ッ プ １ i は 、 そ の ア ー ス 端 子 １ ６ と 電 源 端 子 １ ７ が 、
接 続 板 ２ に 設 け ら れ た 任 意 の セ ッ ト の ア ー ス 端 子 と 電 源 端 子 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る よ う に
、 接 続 板 ２ 上 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 従 っ て 、 ICチ ッ プ １ i は 、 そ の ア ー ス 端 子 １ ６ と 電 源 端 子 １ ７ が 、 接 続 板 ２ 上 の ア ー ス
端 子 と 電 源 端 子 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る よ う に 配 置 す れ ば 良 い の で 、 そ の 装 着 や 取 り 外 し を
容 易 に 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 ICチ ッ プ １ i は 、 接 続 板 ２ と 接 続 す べ き 端 子 が 、 ア ー
ス 端 子 １ ６ と 電 源 端 子 １ ７ の ２ つ の 端 子 だ け な の で 、 接 続 板 ２ 上 に 、 高 い 自 由 度 で 配 置 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ は 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ が 、 所 定 の 信 号 処 理 を 行 う こ と に よ
り 、 所 定 の 機 能 を 提 供 す る 。 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ に お い て 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ が
提 供 す る 機 能 は １ つ で あ っ て も 良 い し 、 複 数 で あ っ て も 良 い 。 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ
れ が 供 給 す る 機 能 は 、 例 え ば 、 記 憶 回 路 １ ５ に イ ン ス ト ー ル さ れ て い る プ ロ グ ラ ム と に よ
る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ２ の 信 号 処 理 装 置 に お い て は 、 ５ 個 の ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 の ２ 以 上 に お い て 、 必 要 な
信 号 が 、 電 波 に よ っ て 送 受 信 さ れ 、 信 号 処 理 が 行 わ れ る こ と に よ っ て 、 所 定 の 機 能 が 提 供
さ れ る 。
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【 ０ ０ ７ ５ 】
　 即 ち 、 ICチ ッ プ １ i は 、 通 信 相 手 を 制 限 せ ず に 、 他 の ICチ ッ プ １ j （ ｊ は 、 １ 乃 至 ５ の う
ち の ｉ 以 外 の 値 ） す べ て と の 無 線 に よ る 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、 他 の ICチ ッ プ １

j か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 無 線 に よ る 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と を 、 適 宜 、 選 択 し て （ 切
り 換 え て ） 行 い 、 こ れ に よ り 、 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 で 構 成 さ れ る 信 号 処 理 装 置 全 体 と し て
、 所 定 の 機 能 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ こ で 、 ICチ ッ プ １ i で 行 わ れ る 第 １ の 通 信 で は 、 他 の ICチ ッ プ １ j す べ て と の 通 信 が 同
時 に 行 わ れ る の で 、 い わ ば 放 送 的 な 形 態 (Broadcasting)で 、 信 号 の 送 受 信 が 行 わ れ る 。 一
方 、 第 ２ の 通 信 で は 、 他 の ICチ ッ プ １ j か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 無 線 に よ る 通 信 が 行 わ
れ る の で 、 い わ ば 通 信 的 な 形 態 (Communication)で 、 信 号 の 送 受 信 が 行 わ れ る 。 ICチ ッ プ
１ i で は 、 こ の よ う な 放 送 的 な 形 態 の 第 １ の 通 信 と 通 信 的 な 形 態 の 第 ２ の 通 信 と の 両 方 に
よ る 、 新 し い 形 態 の 通 信 に よ っ て 、 信 号 の 送 受 信 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 第 １ の 通 信 に よ れ ば 、 ICチ ッ プ １ i は 、 他 の ICチ ッ プ １ j す べ て に 対 し て 、 信 号 を 一 度 に
送 信 し 、 他 の ICチ ッ プ １ j す べ て は 、 ICチ ッ プ １ i か ら の 信 号 を 同 時 に 受 信 す る こ と が で き
る 。 ま た 、 第 ２ の 通 信 に よ れ ば 、 ICチ ッ プ １ i か ら 、 他 の ICチ ッ プ １ j の う ち の 必 要 な も の
だ け に 対 し て 、 信 号 を 一 度 に 送 信 し 、 他 の ICチ ッ プ １ j の う ち の 必 要 な も の だ け が 、 ICチ
ッ プ １ i か ら の 信 号 を 同 時 に 受 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 即 ち 、 第 １ の 通 信 に よ れ ば 、 ICチ ッ プ １ i は 、 他 の ICチ ッ プ １ j す べ て に 対 し て 、 各 ICチ
ッ プ が 行 う べ き 信 号 処 理 を 指 示 す る コ マ ン ド を 送 信 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 第 ２ の 通
信 に よ れ ば 、 ICチ ッ プ １ i か ら の 信 号 を 必 要 と す る ICチ ッ プ １ j に お い て の み 、 即 ち 、 例 え
ば 、 ICチ ッ プ １ i か ら の 信 号 を 対 象 と し て 信 号 処 理 を 行 う ICチ ッ プ １ j に お い て の み 、 そ の
信 号 を 受 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 あ る ICチ ッ プ １ i と 他 の ICチ ッ プ １ j と の 間 で は 、 同 期 を と り あ っ て 、 信 号 処 理 や
、 信 号 の 送 受 信 を 行 う 必 要 が な い 。 即 ち 、 あ る ICチ ッ プ １ i と 他 の ICチ ッ プ １ j は 非 同 期 で
（ 同 期 を と る た め の ク ロ ッ ク な し で ） 動 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 さ ら に 、 ICチ ッ プ １ i は 、 無 線 通 信 に よ っ て 、 信 号 処 理 に 必 要 な 信 号 を や り と り す る の
で 、 他 の ICチ ッ プ １ j と の 間 で や り と り す る 信 号 の 数 が 増 減 し た り 、 そ の 信 号 が 変 化 す る
（ 例 え ば 、 や り と り す る 信 号 が 、 デ ー タ 量 の 比 較 的 少 な い 音 声 信 号 か ら 、 デ ー タ 量 の 比 較
的 多 い 画 像 信 号 に 変 化 す る ） よ う な バ ー ジ ョ ン ア ッ プ に 対 し て も 、 容 易 に 対 処 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 、 図 ２ の 信 号 処 理 装 置 に お い て は 、 あ る ICチ ッ プ １ k を 容 易 に 接 続 板 ２ に 配 置 す る
こ と が で き 、 さ ら に 、 そ の ICチ ッ プ １ k と 、 接 続 板 ２ に 配 置 さ れ て い る 他 の ICチ ッ プ １ j と
の 間 で は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 通 信 に よ り 信 号 を 送 受 信 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ユ ー ザ
は 、 接 続 板 ２ に 、 新 た な ICチ ッ プ １ k を 配 置 し 、 あ る い は 、 接 続 板 ２ に 配 置 さ れ て い る IC
チ ッ プ １ i を 、 他 の ICチ ッ プ １ k と 交 換 、 ま た は 取 り 外 す こ と 等 に よ っ て 、 容 易 に 、 信 号 処
理 装 置 全 体 の 機 能 を 変 更 さ せ る こ と が で き る （ ｋ ＝ １ ， ２ ， ・ ・ ・ ） 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 即 ち 、 単 純 に は 、 ユ ー ザ は 、 接 続 板 ２ に 、 新 た な ICチ ッ プ １ k を 配 置 す る こ と に よ り 、
信 号 処 理 装 置 の 機 能 を 、 い ま ま で の 機 能 に 、 ICチ ッ プ １ k の 機 能 を 追 加 し た も の と す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 信 号 処 理 装 置 に お い て 、 接 続 板 ２ に 既 に 配 置 さ れ て い る ICチ ッ プ
１ 1 乃 至 １ 5 に よ っ て 、 MPEGス ト リ ー ム の デ コ ー ダ と し て の 機 能 が 提 供 さ れ て い た 場 合 に 、
接 続 板 ２ に 、 MPEGス ト リ ー ム の デ コ ー ド 結 果 の ブ ロ ッ ク 歪 み を 低 減 す る フ ィ ル タ と し て の
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機 能 を 提 供 す る ICチ ッ プ が 新 た に 配 置 さ れ た と き に は 、 信 号 処 理 装 置 で は 、 MPEGス ト リ ー
ム を デ コ ー ド し 、 そ の デ コ ー ド 結 果 の ブ ロ ッ ク 歪 み を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の 場 合 、 信 号 処 理 装 置 に お い て は 、 接 続 板 ２ に 新 た に 配 置 さ れ た ICチ ッ プ が 提 供 す る
機 能 が 、 元 の 機 能 に 追 加 さ れ る 。 こ れ は 、 信 号 処 理 装 置 の 機 能 が 、 接 続 板 ２ に 新 た に 配 置
さ れ た ICチ ッ プ が 提 供 す る 機 能 の 分 だ け 変 更 （ 追 加 ） さ れ て い る と い う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 信 号 処 理 装 置 の 機 能 の 変 更 方 法 と し て は 、 新 た に 配 置 さ れ た ICチ ッ プ が 提 供 す る 機 能 の
分 だ け 信 号 処 理 装 置 の 機 能 を 変 更 さ せ る 方 法 の 他 、 新 た に 配 置 さ れ た ICチ ッ プ が 提 供 可 能
な 機 能 に 応 じ て 、 接 続 板 ２ に 既 に 配 置 さ れ て い る ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 の 機 能 が 変 化 し 、 こ
れ に よ り 、 信 号 処 理 装 置 全 体 の 機 能 を 変 更 さ せ る 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 信 号 処 理 装 置 に お い て は 、 接 続 板 ２ に 新 た に ICチ ッ プ が 配 置 さ れ た 場 合 に 、 そ の 新 た な
ICチ ッ プ の 機 能 と 、 接 続 板 ２ に 既 に 配 置 さ れ て い る ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 の 機 能 と を 単 純 に
加 算 し た 機 能 を 越 え る 機 能 が 提 供 さ れ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 即 ち 、 信 号 処 理 装 置 に お い て は 、 新 た に 配 置 さ れ た ICチ ッ プ が 提 供 可 能 な 機 能 に 応 じ て
、 接 続 板 ２ に 既 に 配 置 さ れ て い る ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 の 機 能 を 変 化 さ せ 、 新 た に 配 置 さ れ
た ICチ ッ プ と 、 既 に 配 置 さ れ て い る ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ と が 、 い わ ば 協 調 し て 信
号 処 理 を 分 担 す る 協 調 分 担 を 行 う よ う に し 、 信 号 処 理 装 置 全 体 の 機 能 を 変 更 さ せ る よ う に
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 接 続 板 ２ 上 に 配 置 さ れ た 複 数 の ICチ ッ プ に お い て 、 協 調 分 担 し て 信 号 処
理 が 行 わ れ る 場 合 に は 、 多 種 多 様 な 機 能 の 変 更 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 な お 、 こ の よ う な 信 号 処 理 装 置 の 機 能 の 変 更 は 、 接 続 板 ２ に 新 た に ICチ ッ プ が 配 置 さ れ
た 場 合 の 他 、 接 続 板 ２ か ら ICチ ッ プ が 取 り 外 さ れ た 場 合 や 、 接 続 板 ２ に 配 置 さ れ た ICチ ッ
プ が 他 の ICチ ッ プ に 交 換 さ れ た 場 合 な ど 、 接 続 板 ２ に 配 置 さ れ た ICチ ッ プ に 変 更 が 生 じ た
場 合 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ こ で 、 ICチ ッ プ １ i に は 、 そ の ICチ ッ プ １ i の 機 能 や 、 ICチ ッ プ １ i と 他 の １ 以 上 の IC
チ ッ プ と に よ っ て 実 現 可 能 な 機 能 、 さ ら に は 、 そ の 機 能 を 実 現 す る た め に 必 要 な 他 の １ 以
上 の ICチ ッ プ を 特 定 す る た め の 型 番 な ど を 記 述 し た 機 能 説 明 書 を 同 梱 し て お く こ と が で き
る 。 ユ ー ザ は 、 そ の 機 能 説 明 書 を 見 て 、 自 身 が 希 望 す る 機 能 の 提 供 に 必 要 な ICチ ッ プ を 揃
え 、 接 続 板 ２ に 配 置 す る こ と に よ り 、 希 望 す る 機 能 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 接 続 板 ２ に 配 置 さ れ た ICチ ッ プ に よ っ て 提 供 可 能 な 機 能 は 、 例 え ば 、 接 続 板 ２ 上
に 設 け ら れ た 図 示 せ ぬ 液 晶 モ ニ タ 等 に 表 示 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 そ の 提 供 可 能 が
複 数 存 在 す る 場 合 に は 、 ユ ー ザ に 、 そ の 複 数 の 機 能 の 中 か ら １ つ を 選 択 し て も ら い 、 そ の
選 択 さ れ た 機 能 を 提 供 す る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 第 １ の 通 信 で は 、 通 信 相 手 が 特 に 制 限 さ れ な い の で 、 ICチ ッ プ １ i は 、 他 の ICチ ッ プ １ j

す べ て が 信 号 を 受 信 す る こ と が で き る よ う に 通 信 を 行 え ば 良 い 。 即 ち 、 例 え ば 、 通 信 の 方
法 （ 例 え ば 、 信 号 の 変 調 方 式 や 、 キ ャ リ ア の 周 波 数 な ど ） を あ ら か じ め 決 め て お き 、 ICチ
ッ プ １ i に は 、 そ の 方 法 で 通 信 を 行 わ せ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 一 方 、 第 ２ の 通 信 は 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る の で 、 ICチ ッ プ １ i と 通 信 す る 通 信
相 手 と な る 他 の ICチ ッ プ １ j を 、 何 ら か の 方 法 で 制 限 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 通 信 相 手 の 制 限 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 周 波 数 分 割 を 利 用 し た 方 法 が あ る 。
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【 ０ ０ ９ ５ 】
　 即 ち 、 図 ３ は 、 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ に お い て 、 周 波 数 分 割 多 重 方 式 に よ り 通 信
が 行 わ れ る 様 子 を 模 式 的 に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 が 通 信 を 行 う の に 割 り 当 て ら れ た 周 波 数 帯
域 が 、 ６ つ の 周 波 数 帯 域 （ 以 下 、 適 宜 、 チ ャ ネ ル と も い う ） に 分 割 さ れ て い る 。 そ し て 、
そ の ６ つ の チ ャ ネ ル の う ち の １ つ が 、 第 １ の 通 信 を 行 う た め の チ ャ ネ ル で あ る 共 通 チ ャ ネ
ル に 割 り 当 て ら れ て い る 。 ま た 、 ６ つ の チ ャ ネ ル の う ち の 残 り の ５ つ の チ ャ ネ ル ＃ １ ， ＃
２ ， ＃ ３ ， ＃ ４ ， ＃ ５ が 、 第 ２ の 通 信 を 行 う た め の チ ャ ネ ル に 割 り 当 て ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 な お 、 第 ２ の 通 信 を 行 う た め の チ ャ ネ ル は 、 ５ チ ャ ネ ル に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ICチ ッ プ １ i は 、 第 １ の 通 信 を 行 う 場 合 、 共 通 チ ャ ネ ル に よ っ て 信 号 を 送 信 ま た は 受 信
す る 。 ま た 、 ICチ ッ プ １ i は 、 第 ２ の 通 信 を 行 う 場 合 、 ５ つ の チ ャ ネ ル ＃ １ 乃 至 ＃ ５ の う
ち の い ず れ か １ つ を 、 第 ２ の 通 信 を 行 う た め の チ ャ ネ ル に 設 定 し 、 そ の 設 定 さ れ た チ ャ ネ
ル （ 以 下 、 適 宜 、 設 定 チ ャ ネ ル と い う ） に よ っ て 信 号 を 送 信 す る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の 通
信 で は 、 通 信 相 手 が 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 即 ち 、 第 ２ の 通 信 に よ っ て 信 号 を 送 信 し よ う と す る ICチ ッ プ １ i は 、 あ る 設 定 チ ャ ネ ル
に よ っ て 信 号 を 送 信 す る の で 、 そ の 信 号 を 受 信 す る こ と が で き る 通 信 相 手 と し て の 他 の IC
チ ッ プ １ j は 、 そ の 設 定 チ ャ ネ ル を 受 信 し よ う と し て い る も の だ け に 制 限 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 こ こ で 、 図 ３ に お い て は 、 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ が 第 ２ の 通 信 を 行 う た め に 設 定
し た チ ャ ネ ル を 、 影 を 付 し て 示 し て あ る 。 即 ち 、 図 ３ で は 、 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 に お い て
、 そ れ ぞ れ 、 チ ャ ネ ル ＃ ５ ， ＃ ３ ， ＃ １ ， ＃ ２ ， ＃ ４ が 、 第 ２ の 通 信 を 行 う た め の チ ャ ネ
ル （ 設 定 チ ャ ネ ル ） に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 従 っ て 、 ICチ ッ プ １ 1 に お い て は 、 設 定 チ ャ ネ ル で あ る チ ャ ネ ル ＃ ５ に よ っ て 、 他 の IC
チ ッ プ １ 2 乃 至 １ 5 が 送 信 す る 信 号 と 混 信 す る こ と な く 、 図 示 せ ぬ 他 の ICチ ッ プ に 信 号 を 送
信 し 、 そ の 図 示 せ ぬ 他 の ICチ ッ プ で は 、 ICチ ッ プ １ 1 か ら の 信 号 を 受 信 す る こ と が で き る
。 他 の ICチ ッ プ １ 2 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ に お い て も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 な お 、 ICチ ッ プ １ 1 に お い て は 、 設 定 チ ャ ネ ル で あ る チ ャ ネ ル ＃ ５ に よ っ て 、 信 号 を 送
信 す る の で は な く 、 信 号 を 受 信 す る よ う に す る こ と が 可 能 で あ る 。 他 の ICチ ッ プ １ 2 乃 至
１ 5 そ れ ぞ れ に お い て も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ま た 、 接 続 板 ２ 上 に 配 置 さ れ た ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ に は 、 設 定 チ ャ ネ ル と す る
こ と が で き る チ ャ ネ ル と し て 、 固 定 の チ ャ ネ ル を あ ら か じ め 割 り 当 て て お く こ と が で き る
。 さ ら に 、 接 続 板 ２ 上 に 配 置 さ れ た ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ で は 、 第 ２ に 通 信 を 行 う
た め の チ ャ ネ ル と し て 割 り 当 て ら れ た チ ャ ネ ル の う ち の 、 使 用 さ れ て い な い チ ャ ネ ル の 中
か ら 、 設 定 チ ャ ネ ル を 選 択 す る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 次 に 、 図 ２ の ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ で は 、 例 え ば 、 あ る １ 以 上 の ICチ ッ プ １ i が
、 信 号 処 理 を 依 頼 す る 依 頼 元 と な り 、 そ の 依 頼 を 受 け る 他 の １ 以 上 の ICチ ッ プ １ j が 、 依
頼 先 と な っ て 、 依 頼 さ れ た 信 号 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 な お 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j は 、 自 身 が 行 っ た 信 号 処 理 に よ っ て 得 ら れ た 信 号 の
信 号 処 理 を 、 さ ら に 他 の ICチ ッ プ １ j ' に 依 頼 す る 依 頼 元 と な る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 ユ ー ザ が 図 示 せ ぬ 操 作 部 を 操 作 し て 、 信 号 処 理 の 開 始 を 指 示 す る こ と に よ り 、
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あ る １ 以 上 の ICチ ッ プ １ i が 最 初 の 依 頼 元 と な る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 ４ は 、 第 ２ の 通 信 に お い て 、 通 信 相 手 が 周 波 数 分 割 を 利 用 し て 制 限 さ れ る 場 合 の 、 依
頼 元 と な っ た ICチ ッ プ １ i が 行 う 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 共 通 チ ャ ネ ル の セ ン シ
ン グ を 行 う 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の ア ン テ ナ １ １ が 電 波 を 受
信 し 、 そ の 受 信 信 号 を 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受
信 信 号 の う ち の 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 を 抽 出 し 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す
る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ か ら Ｓ ２ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２ か ら の 共 通 チ
ャ ネ ル の 信 号 に 基 づ き 、 共 通 チ ャ ネ ル が 、 他 の ICチ ッ プ に よ っ て 使 用 さ れ て い る か ど う か
、 即 ち 、 共 通 チ ャ ネ ル を 用 い た 第 １ の 通 信 が 、 他 の ICチ ッ プ に お い て 行 わ れ て い る か ど う
か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 共 通 チ ャ ネ ル が 使 用 さ れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ
３ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 ラ ン ダ ム な 時 間 だ け の 待 ち 時 間 を お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻
り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 即 ち 、 共 通 チ ャ ネ ル が 他 の ICチ ッ プ に お い て 使 用
さ れ て い る 場 合 に は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ 乃 至 Ｓ ３ の 処 理 を 繰 り 返 し
、 こ れ に よ り 、 共 通 チ ャ ネ ル が 空 く の を 待 つ 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 共 通 チ ャ ネ ル が 使 用 さ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、
ス テ ッ プ Ｓ ４ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 他 の １ 以 上 の ICチ ッ プ １ j に 依 頼 す る 信 号
処 理 を 指 示 す る 信 号 、 即 ち 、 ICチ ッ プ １ j に お け る 信 号 処 理 を 制 御 す る コ マ ン ド を 、 共 通
チ ャ ネ ル に よ っ て 送 信 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 即 ち 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i で は 、 演 算 回 路 １ ４ が 、 他 の １ 以 上 の ICチ ッ プ １ j そ れ ぞ れ
に 依 頼 す る 信 号 処 理 を 指 示 す る コ マ ン ド が 配 置 さ れ た デ ー タ （ 以 下 、 適 宜 、 依 頼 デ ー タ と
い う ） を 生 成 し 、 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 演 算 回 路 １ ４ か ら の 依 頼 デ
ー タ を 、 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 に 変 調 し 、 ア ン テ ナ １ １ に 供 給 し て 射 出 さ せ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が ス テ ッ プ Ｓ ４ で 送 信 す る 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 は 、 接 続 板 ２ 上 の
他 の す べ て の ICチ ッ プ で 受 信 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ こ で 、 図 ５ は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 共 通 チ ャ ネ ル で 送 信
す る 依 頼 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト を 示 し て い る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ５ に お い て 、 依 頼 デ ー タ の 先 頭 に は 、 送 信 局 ID(Identification)が 配 置 さ れ て い る 。
送 信 局 IDは 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 依 頼 先 の １ 以 上 の ICチ ッ プ １ j と の 間 で 、 信 号 処 理 の
対 象 と な る 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る 第 ２ の 通 信 を 行 う の に 用 い ら れ る チ ャ ネ ル の 情 報 （
例 え ば 、 キ ャ リ ア の 周 波 数 ） を 、 少 な く と も 含 ん で い る 。 即 ち 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は
、 第 ２ の 通 信 に 用 い る チ ャ ネ ル を 設 定 し 、 そ の 設 定 さ れ た チ ャ ネ ル （ 設 定 チ ャ ネ ル ） の 情
報 を 、 送 信 局 IDに 含 ま せ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 な お 、 送 信 局 IDに は 、 そ の 他 、 例 え ば 、 依 頼 デ ー タ を 送 信 す る 送 信 元 と し て の ICチ ッ プ
１ i を 識 別 す る た め の IDな ど を 含 ま せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 依 頼 デ ー タ に お い て 、 送 信 局 IDの 後 に は 、 １ 以 上 の コ マ ン ド を 表 す コ マ ン ド コ ー ド が 配
置 さ れ る 。 即 ち 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 他 の １ 以 上 の ICチ ッ プ １ j そ れ ぞ れ に 依 頼 す る 信
号 処 理 に 対 応 す る コ マ ン ド の コ マ ン ド コ ー ド が 、 送 信 局 IDの 後 に 、 順 次 配 置 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
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　 図 ４ に 戻 り 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 依 頼 デ ー タ を 送 信 し た 後
は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お け る 場 合 と 同 様 に 、 共 通 チ ャ ネ ル の セ ン シ ン
グ を 行 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 む 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ の セ ン シ ン グ の 結 果 に 基 づ
き 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ で 送 信 し た 依 頼 デ ー タ に 対 す る 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 、 共 通
チ ャ ネ ル に よ っ て 送 信 さ れ て き た か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 即 ち 、 依 頼 デ ー タ を 受 信 し た ICチ ッ プ １ j は 、 後 述 す る よ う に 、 そ の 依 頼 デ ー タ に 含 ま
れ る コ マ ン ド に よ っ て 指 示 さ れ た 信 号 処 理 が 可 能 か ど う か 等 を 判 定 し 、 可 能 な 場 合 に は 、
そ の 信 号 処 理 の 依 頼 を 受 け る 旨 の 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 、 共 通 チ ャ ネ ル に よ っ
て 送 信 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 そ の よ う に し て ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 送 信 さ れ て き た か ど
う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド す べ て に 対 応 す る 信 号 処 理 が 行
わ れ る の に 必 要 な ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 送 信 さ れ て き て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ ７ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の 演 算 回 路 １ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お け る 共 通 チ ャ ネ
ル の セ ン シ ン グ 回 数 が 、 所 定 の 閾 値 Ｎ 未 満 （ 以 下 ） で あ る か ど う か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ
Ｓ ７ に お い て 、 共 通 チ ャ ネ ル の セ ン シ ン グ 回 数 が 、 所 定 の 閾 値 Ｎ 未 満 で あ る と 判 定 さ れ た
場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 、 共 通 チ ャ ネ ル の セ ン シ ン グ 回 数 が 、 所 定 の 閾 値 Ｎ 未 満 で
な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 共 通 チ ャ ネ ル の セ ン シ ン グ を Ｎ 回 行 っ て も 、 他 の ICチ ッ プ
１ j か ら 信 号 処 理 に 必 要 な ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 得 ら れ な か っ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に 進 み 、
依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の 演 算 回 路 １ ４ は 、 例 え ば 、 信 号 処 理 の 対 象 の 信 号 （ デ ー タ ） が 記
録 回 路 １ ５ に 記 憶 さ れ て い る 場 合 に は 、 そ の 信 号 を 破 棄 （ 消 去 ） し 、 あ る い は 、 そ れ ま で
に 受 信 し た ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 破 棄 し 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 必 要 な ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 送 信 さ れ て き た と 判 定 さ れ た
場 合 、 即 ち 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 な １ 以
上 の ICチ ッ プ １ j か ら 、 そ の 依 頼 デ ー タ に 対 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 、 共 通 チ ャ ネ ル に よ っ
て 送 信 さ れ 、 そ の 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 が 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の ア ン テ ナ １ １ で 受 信 さ
れ 、 無 線 回 路 １ ２ を 介 し て 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ
プ Ｓ ９ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の 演 算 回 路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２ を 制 御 す る こ と に
よ り 、 信 号 を 送 信 す る キ ャ リ ア の 周 波 数 （ 送 信 周 波 数 ） を 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ で 送 信 し た 依 頼
デ ー タ に 含 ま せ た 送 信 局 IDが 表 す 設 定 チ ャ ネ ル の 周 波 数 に 設 定 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ か ら Ｓ １ ０ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま
せ た コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ で 設 定 し た チ ャ ネ ル
（ 設 定 チ ャ ネ ル ） で 送 信 す る 第 ２ の 通 信 を 行 い 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 即 ち 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i で は 、 演 算 回 路 １ ４ が 、 例 え ば 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま せ た コ
マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 、 記 憶 回 路 １ ５ か ら 読 み 出 し 、 無 線 回 路 １
２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 演 算 回 路 １ ４ か ら の 信 号 を 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま せ た 送 信
局 IDが 表 す 設 定 チ ャ ネ ル の 信 号 に 変 調 し 、 ア ン テ ナ １ １ か ら 電 波 と し て 射 出 さ せ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で 送 信 す る 設 定 チ ャ ネ ル の 信 号 は 、 接 続 板 ２ 上
の 他 の ICチ ッ プ の う ち の 、 依 頼 デ ー タ に 対 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 し て き た も の だ け
に お い て 受 信 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
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　 次 に 、 図 ６ は 、 第 ２ の 通 信 に お い て 、 通 信 相 手 が 周 波 数 分 割 を 利 用 し て 制 限 さ れ る 場 合
の 、 依 頼 元 と な っ た ICチ ッ プ １ i の 他 の ICチ ッ プ １ j 、 即 ち 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １

j が 行 う 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j は 、 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 共 通 チ ャ ネ
ル の セ ン シ ン グ を 行 う 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ で は 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j の ア
ン テ ナ １ １ が 電 波 を 受 信 し 、 そ の 受 信 信 号 を 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、
ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 の う ち の 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 を 抽 出 し 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の
演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ か ら Ｓ ２ ２ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ は 、
無 線 回 路 １ ２ か ら の 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 に 基 づ き 、 共 通 チ ャ ネ ル に 、 他 の ICチ ッ プ 、 即 ち
、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 送 信 し た 信 号 が 存 在 す る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 共 通 チ ャ ネ ル に 信 号 が 存 在 し な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ
プ Ｓ ２ １ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 即 ち 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １

j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら 、 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 が 送 信 さ れ て く る ま で 、 待 ち 状 態 と
な る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j に お い て 、 共 通 チ ャ ネ ル を 常 時 監 視 す
る セ ン シ ン グ を 行 う よ う に し た が 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j の 無 線 回 路 １ ２ で は 、
電 波 の 受 信 強 度 に 基 づ い て 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 を カ ッ ト ま た は 通 過 さ せ る ス ケ
ル チ 回 路 を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 即 ち 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j の 無 線 回 路
１ ２ で は 、 共 通 チ ャ ネ ル の 電 波 の 受 信 強 度 が 所 定 の 閾 値 以 下 （ 未 満 ） の 場 合 は 、 ア ン テ ナ
１ １ か ら の 受 信 信 号 を 、 演 算 回 路 １ ４ に 出 力 せ ず 、 共 通 チ ャ ネ ル の 電 波 の 受 信 強 度 が 所 定
の 閾 値 よ り 大 （ 以 上 ） の 場 合 は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 を 、 演 算 回 路 １ ４ に 出 力 す
る よ う に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 共 通 チ ャ ネ ル に 信 号 が 存 在 す る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ ２ ３ に 進 み 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 図 ４ の ス テ ッ プ
Ｓ ４ で 共 通 チ ャ ネ ル に よ っ て 送 信 し て く る 依 頼 デ ー タ を 受 信 す る 。 即 ち 、 依 頼 先 と な り う
る ICチ ッ プ １ j で は 、 ア ン テ ナ １ １ に お い て 電 波 が 受 信 さ れ 、 そ の 受 信 信 号 が 無 線 回 路 １
２ に 供 給 さ れ る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 の う ち の 共 通 チ ャ ネ ル の
信 号 、 つ ま り 、 い ま の 場 合 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ を 抽 出 し 、 信 号 処 理
回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ か ら Ｓ ２ ４ に 進 み 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j で は 、 演 算
回 路 １ ４ が 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド が 、 自 身 に 関 係
す る か ど う か 、 即 ち 、 例 え ば 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う
こ と が 可 能 で あ る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 接 続 板 ２ に 配 置 さ れ た ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ に お い て は 、 そ の 記 憶 回 路
１ ５ に 、 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う な 、 コ マ ン ド （ コ マ ン ド コ ー ド ） と 、 そ の コ マ ン ド が 表
す 信 号 処 理 （ タ ス ク ） の 内 容 と が 対 応 付 け ら れ た コ マ ン ド LUT(Look Up Table)が 記 憶 さ れ
て い る 。 演 算 回 路 １ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 コ マ ン ド LUTを 参 照 す る こ と に よ り
、 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド （ コ マ ン ド コ ー ド ） に 対 応 す る 信 号 処 理 を 認 識 し 、 そ の
信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で あ る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド
に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 例 え ば 、 ICチ ッ プ
１ j が 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う 機 能 を 有 し て い な い 場
合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
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【 ０ １ ３ ４ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る （
い ず れ か の ） コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 依
頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン
ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う 、 い わ ば 正 式 な 依 頼 先 と な っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に 進 み 、 以
下 、 そ の 信 号 処 理 を 行 う た め の 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 依 頼 元 の ICチ
ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で あ
る か ど う か を 判 定 す る 他 、 さ ら に 、 そ の 信 号 処 理 を 、 自 身 が 行 う べ き で あ る か ど う か の 判
定 も 行 う よ う に す る こ と が で き る 。 そ し て 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j で は 、 依 頼 元
の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可
能 で あ り 、 か つ 、 そ の 信 号 処 理 を 、 自 身 が 行 う べ き で あ る 場 合 に の み 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ か
ら Ｓ ２ ５ に 進 み 、 そ の 他 の 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ か ら Ｓ ２ １ に 戻 る よ う に す る こ と が で
き る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j に お い て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま
れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 、 自 身 が 行 う べ き で あ る か ど う か の 判 定 は 、 例 え ば 、
ICチ ッ プ １ j に 、 熱 セ ン サ を 設 け 、 そ の 熱 セ ン サ に よ り 検 知 さ れ る 温 度 に 基 づ い て 行 う こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 即 ち 、 例 え ば 、 ICチ ッ プ １ j で は 、 熱 セ ン サ に よ っ て 、 周 囲 の ICチ ッ プ の 温 度 を 検 知 し
、 周 囲 の ICチ ッ プ の 温 度 が 高 い 場 合 に は 、 周 囲 の ICチ ッ プ に お い て 負 荷 の 高 い 処 理 が 行 わ
れ て い る と し て 、 そ の ICチ ッ プ に さ ら な る 負 荷 が か か ら な い よ う に す る た め 、 依 頼 元 の IC
チ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 、 自 身 が 行 う べ き
で あ る と 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 ICチ ッ プ １ j で は 、 熱 セ ン サ に よ っ て 、 自 身 の 温 度 を 検 知 し 、 そ の 温 度
が 高 い 場 合 に は 、 負 荷 の 高 い 処 理 が 行 わ れ て い る と し て 、 さ ら な る 負 荷 が か か ら な い よ う
に す る た め 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号
処 理 を 、 自 身 が 行 う べ き で な い と 判 定 す る こ と が で き る 。 一 方 、 ICチ ッ プ １ j に お い て 、
熱 セ ン サ に よ っ て 検 知 さ れ た 温 度 が 低 い 場 合 に は 、 負 荷 が 低 い と し て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ
１ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 、 自 身 が 行 う べ き で あ る
と 判 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ で は 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j は 、 共 通 チ ャ ネ ル の セ ン シ ン グ を 行
う 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ で は 、 ICチ ッ プ １ j の ア ン テ ナ １ １ が 電 波 を 受 信 し 、 そ の 受 信
信 号 を 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 の う ち の
共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 を 抽 出 し 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す る 。 そ し て 、 ス
テ ッ プ Ｓ ２ ５ か ら Ｓ ２ ６ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２ か ら の 共 通 チ ャ ネ ル の 信
号 に 基 づ き 、 共 通 チ ャ ネ ル が 、 他 の ICチ ッ プ に よ っ て 使 用 さ れ て い る か ど う か を 判 定 す る
。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に お い て 、 共 通 チ ャ ネ ル が 使 用 さ れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ ２ ７ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 ラ ン ダ ム な 時 間 だ け の 待 ち 時 間 を お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２
５ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 即 ち 、 共 通 チ ャ ネ ル が 他 の ICチ ッ プ に お い
て 使 用 さ れ て い る 場 合 に は 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ 乃 至 Ｓ ２ ７
の 処 理 を 繰 り 返 し 、 こ れ に よ り 、 共 通 チ ャ ネ ル が 空 く の を 待 つ 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に お い て 、 共 通 チ ャ ネ ル が 使 用 さ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場 合
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、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ に 進 み 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依
頼 デ ー タ に 対 す る 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 、 共 通 チ ャ ネ ル に よ っ て 送 信 す る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 即 ち 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j で は 、 演 算 回 路 １ ４ が 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ
ー タ に 対 す る 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 生 成 し 、 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回
路 １ ２ は 、 演 算 回 路 １ ４ か ら の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 、 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 に 変 調 し 、 ア ン
テ ナ １ １ に 供 給 し て 射 出 さ せ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j が ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ で 送 信 す る 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 は 、 接 続 板 ２ 上
の 他 の す べ て の ICチ ッ プ で 受 信 さ れ る 。 但 し 、 そ の 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 を 受 信 し て 処 理 す
る の は 、 図 ４ で 説 明 し た 処 理 を 行 う 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i だ け で あ り 、 他 の ICチ ッ プ で は
、 特 に 処 理 は 行 わ れ な い 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j が 送 信 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKの フ ォ ー マ ッ ト と し て
は 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 し た 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 送 信 す る 依 頼 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト と
同 一 の フ ォ ー マ ッ ト を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 こ の 場 合 、 ア ク ノ リ ッ ジ ACKの 先 頭 に は 、 依 頼 デ ー タ の 先 頭 に 配 置 さ れ て い た 送 信 局 ID
に 含 ま れ て い た 設 定 チ ャ ネ ル の 情 報 を 含 む 送 信 局 IDが 配 置 さ れ る 。 さ ら に 、 そ の 送 信 局 ID
の 後 に は 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j が 行 う 信 号 処 理 に 対 応 す る コ マ ン ド （ コ マ ン ド コ
ー ド ） が 配 置 さ れ る 。 な お 、 ア ク ノ リ ッ ジ ACKの 先 頭 に 配 置 さ れ る 送 信 局 IDに は 、 設 定 チ
ャ ネ ル の 情 報 の 他 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j を 識 別 す る た め の IDな ど を 含 ま せ る こ と
も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ に お い て ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 し た 後 は 、 ス
テ ッ プ Ｓ ２ ９ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ に お い て 、 無 線 回 路 １ ２ を 制 御 す る こ と に よ り 、 受 信
す る キ ャ リ ア の 周 波 数 （ 受 信 周 波 数 ） を 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ で 受 信 し た 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ
る 送 信 局 IDが 表 す 設 定 チ ャ ネ ル の 周 波 数 に 設 定 す る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 即 ち 、 こ れ に よ り 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i と 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j と に お い て 、 信 号 処 理
の 対 象 と す る 信 号 を 送 受 信 す る チ ャ ネ ル と し て 、 同 一 の チ ャ ネ ル が 設 定 さ れ 、 第 ２ の 通 信
が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 な お 、 依 頼 先 と な る ICチ ッ プ は 、 １ つ と は 限 ら ず 、 複 数 の 場 合 が あ る 。 依 頼 先 と な る IC
チ ッ プ が 複 数 の 場 合 に は 、 そ の 複 数 の 依 頼 先 の ICチ ッ プ そ れ ぞ れ と 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i

と に お い て 、 信 号 処 理 の 対 象 と す る 信 号 を 送 受 信 す る チ ャ ネ ル と し て 、 同 一 の チ ャ ネ ル が
設 定 さ れ る 。 そ し て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 送 信 す る 、 信 号 処 理 の 対 象 と す る 信 号 は 、
依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ だ け が 受 信 す る こ と に な る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ９ の 処 理 後 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ に 進 み 、 依 頼 元
の ICチ ッ プ １ i が 図 ４ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ に お い て 設 定 チ ャ ネ ル で 送 信 し て く る 、 信 号 処 理
の 対 象 と な る 信 号 を 受 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に 進 む 。 即 ち 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j で は 、
ア ン テ ナ １ １ に お い て 電 波 が 受 信 さ れ 、 そ の 受 信 信 号 が 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 さ れ る 。 無 線
回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 の う ち の 設 定 チ ャ ネ ル の 信 号 、 つ ま り 、 い ま の
場 合 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 抽 出 し 、 信 号 処 理 回 路 １
３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ で は 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j の 演 算 回 路 １ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ で ア ク
ノ リ ッ ジ ACKに 含 ま せ た コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ で 受 信 し た 信 号
を 対 象 と し て 行 い 、 必 要 に 応 じ て 、 そ の 信 号 処 理 の 結 果 を 、 記 憶 回 路 １ ５ に 記 憶 さ せ 、 処
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理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 な お 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ の 信 号 処 理 の 結 果 得 ら れ た 信 号 の 、 さ
ら な る 信 号 処 理 を 、 他 の ICチ ッ プ に 依 頼 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ
１ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ と な っ て 、 図 ４ で 説 明 し た 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 次 に 、 第 ２ の 通 信 に お い て 、 通 信 相 手 の 制 限 は 、 そ の 他 、 例 え ば 、 符 号 分 割 を 利 用 し て
行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 即 ち 、 図 ８ 乃 至 図 １ ０ は 、 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ に お い て 、 符 号 分 割 多 重 方 式 に
よ り 通 信 が 行 わ れ る 様 子 を 模 式 的 に 示 し て い る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 符 号 分 割 多 重 方 式 と し て は 、 例 え ば 、 ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 方 式 が あ る 。 ス ペ ク ト ラ ム 拡 散
方 式 で は 、 拡 散 符 号 を 用 い て 変 調 （ ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 ） が 行 わ れ る が 、 異 な る 拡 散 符 号 を
用 い た 変 調 に よ り 得 ら れ る ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 ど う し は 、 互 い に 干 渉 し な い 。 即 ち 、 異
な る 拡 散 符 号 に よ り 得 ら れ た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 ど う し は 分 離 す る こ と が で き る 。 従 っ
て 、 異 な る 拡 散 符 号 の ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 を 用 い る こ と に よ り 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 、
独 立 の 通 信 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 な お 、 拡 散 符 号 の コ ー ド の 系 列 が 同 一 で も 、 所 定 の 位 相 差 が あ る 拡 散 符 号 の ス ペ ク ト ラ
ム 拡 散 信 号 ど う し は 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 に お い て 、 符 号 分 割 多 重 方 式 と し て の ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 方 式 に よ り
通 信 を 行 う 場 合 、 第 １ の 通 信 を 行 う た め の 拡 散 符 号 （ 以 下 、 適 宜 、 共 通 符 号 と い う ） と 、
第 ２ の 通 信 を 行 う た め の １ 以 上 の 拡 散 符 号 と が 、 あ ら か じ め 割 り 当 て ら れ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 ICチ ッ プ １ i は 、 第 １ の 通 信 を 行 う 場 合 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ
っ て 信 号 を 送 信 ま た は 受 信 す る 。 ま た 、 ICチ ッ プ １ i は 、 第 ２ の 通 信 を 行 う 場 合 、 第 ２ の
通 信 に 割 り 当 て ら れ た １ 以 上 の 拡 散 符 号 の う ち の い ず れ か １ つ を 、 第 ２ の 通 信 を 行 う た め
の 拡 散 符 号 に 設 定 し 、 そ の 設 定 さ れ た 拡 散 符 号 （ 以 下 、 適 宜 、 設 定 符 号 と い う ） を 用 い た
ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て 信 号 を 送 信 す る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の 通 信 で は 、 通 信 相 手
が 制 限 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 即 ち 、 第 ２ の 通 信 に よ っ て 信 号 を 送 信 し よ う と す る ICチ ッ プ １ i は 、 あ る 設 定 符 号 を 用
い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て 信 号 を 送 信 す る の で 、 そ の 信 号 を 受 信 す る こ と が で き
る 通 信 相 手 と し て の 他 の ICチ ッ プ １ j は 、 そ の 設 定 符 号 を 用 い て ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 を
復 調 す る も の だ け に 制 限 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ に お い て 、 符 号 分 割 多 重 方 式 に よ り 通 信 が
行 わ れ る 場 合 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト
ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て 依 頼 デ ー タ を 送 信 す る 。 こ こ で 、 図 ８ で は 、 ICチ ッ プ １ 2 が 依 頼 元
と な っ て 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て 依 頼 デ ー タ を 送 信 し て い る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 そ し て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ 2 が 送 信 し た 依 頼 デ ー タ に 配 置 さ れ た コ マ ン ド に 対 応 す る
信 号 処 理 を 行 う 、 依 頼 先 と な る ICチ ッ プ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク
ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て 、 依 頼 デ ー タ に 対 す る 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 す る
。 こ こ で 、 図 ９ で は 、 ICチ ッ プ １ 1 と １ 5 が 依 頼 先 と な っ て 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ
ム 拡 散 信 号 に よ っ て ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 し て い る 。 な お 、 ICチ ッ プ １ 1 と １ 5 が 、 同 時
に 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 す る と 、 混
信 す る こ と と な る の で 、 ICチ ッ プ １ 1 と １ 5 は 、 そ れ ぞ れ 、 他 の ICチ ッ プ に お い て 、 共 通 符
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号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 の 送 信 が 行 わ れ て い な い と き に 、 ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送
信 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ 1 お よ び １ 5 か ら ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 送 信 さ れ 、 そ の ア ク ノ リ ッ ジ ACK
が 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ 2 で 受 信 さ れ た 後 は 、 依 頼 元 と 依 頼 先 と の 間 の 第 ２ の 通 信 を 行 う の
に 用 い ら れ る 拡 散 符 号 が 設 定 さ れ 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 依 頼 元 か ら 依 頼 先 に 対 し て 、 そ
の 設 定 さ れ た 拡 散 符 号 （ 設 定 符 号 ） を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て 、 信 号 処 理 の
対 象 と な る 信 号 が 送 信 さ れ る 。 そ し て 、 依 頼 先 で は 、 そ の 信 号 が 受 信 さ れ 、 信 号 処 理 さ れ
る 。 図 １ ０ で は 、 依 頼 元 で あ る ICチ ッ プ １ 2 か ら 、 依 頼 先 で あ る ICチ ッ プ １ 1 と １ 5 そ れ ぞ
れ に 対 し て 、 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 が 送 信 さ れ て い る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 な お 、 接 続 板 ２ 上 に 配 置 さ れ た ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ に は 、 設 定 符 号 と す る 固 定
の 拡 散 符 号 を あ ら か じ め 割 り 当 て て お く こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 ICチ ッ プ １ i に お い て
は 、 第 ２ の 通 信 を 行 う 場 合 に 、 設 定 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て 、 信 号 を
送 信 す る こ と と す る こ と も で き る し 、 信 号 を 受 信 す る こ と と す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 即 ち 、 例 え ば 、 図 １ ０ に 示 し た よ う な 、 依 頼 元 で あ る ICチ ッ プ １ 2 か ら 、 依 頼 先 で あ る I
Cチ ッ プ １ 1 と １ 5 そ れ ぞ れ に 対 す る 信 号 の 送 信 は 、 依 頼 元 で あ る ICチ ッ プ １ 2 に 割 り 当 て ら
れ た 設 定 符 号 を 用 い て 行 う こ と も で き る し 、 依 頼 先 で あ る ICチ ッ プ １ 1 と １ 5 に 割 り 当 て ら
れ た 設 定 符 号 そ れ ぞ れ を 用 い て 行 う こ と も で き る 。 但 し 、 依 頼 元 で あ る ICチ ッ プ １ 2 か ら
、 依 頼 先 で あ る ICチ ッ プ １ 1 と １ 5 そ れ ぞ れ に 対 し て 、 異 な る 信 号 を 同 時 に 送 信 す る 場 合 に
は 、 例 え ば 、 依 頼 先 で あ る ICチ ッ プ １ 1 と １ 5 に 割 り 当 て ら れ た 設 定 符 号 そ れ ぞ れ を 用 い て
行 う 必 要 が あ る 。 即 ち 、 依 頼 元 で あ る ICチ ッ プ １ 2 か ら 、 依 頼 先 で あ る ICチ ッ プ １ 1 に 対 す
る 信 号 の 送 信 は 、 そ の ICチ ッ プ １ 1 に 割 り 当 て ら れ た 設 定 符 号 を 用 い て 行 い 、 依 頼 先 で あ
る ICチ ッ プ １ 5 に 対 す る 信 号 の 送 信 は 、 そ の ICチ ッ プ １ 5 に 割 り 当 て ら れ た 設 定 符 号 を 用 い
て 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 な お 、 接 続 板 ２ 上 に 配 置 さ れ た ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ で は 、 第 ２ に 通 信 を 行 う た
め の 拡 散 符 号 と し て 割 り 当 て ら れ た も の の う ち の 、 通 信 に 現 に 使 用 さ れ て い な い 拡 散 符 号
の 中 か ら 、 設 定 符 号 を 選 択 す る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 次 に 、 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 第 ２ の 通 信 に お い て 、 通 信 相 手 が 符 号 分 割
を 利 用 し て 制 限 さ れ る 場 合 の 、 依 頼 元 と な っ た ICチ ッ プ １ i が 行 う 処 理 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ に お い て 、 他 の １ 以 上 の ICチ ッ
プ １ j に 依 頼 す る 信 号 処 理 を 指 示 す る 信 号 、 即 ち 、 ICチ ッ プ １ j に お け る 信 号 処 理 を 制 御 す
る コ マ ン ド を 含 む 依 頼 デ ー タ を 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て 送 信 す
る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 即 ち 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i で は 、 演 算 回 路 １ ４ が 、 他 の １ 以 上 の ICチ ッ プ １ j そ れ ぞ れ
に 依 頼 す る 信 号 処 理 を 指 示 す る コ マ ン ド が 配 置 さ れ た 、 図 ５ の 依 頼 デ ー タ を 生 成 し 、 無 線
回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 演 算 回 路 １ ４ か ら の 依 頼 デ ー タ を 、 共 通 符 号 を 用
い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に 変 調 し 、 ア ン テ ナ １ １ に 供 給 し て 射 出 さ せ る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が ス テ ッ プ Ｓ ４ １ で 送 信 す る 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 は 、 接 続 板 ２ 上
の 他 の す べ て の ICチ ッ プ で 受 信 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 な お 、 図 １ １ に お い て 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号
に よ っ て 送 信 す る 依 頼 デ ー タ の 送 信 局 IDに は 、 図 ５ で 説 明 し た 、 第 ２ の 通 信 を 行 う の に 用
い ら れ る チ ャ ネ ル の 情 報 に 代 え て 、 第 ２ の 通 信 を 行 う の に 用 い ら れ る 拡 散 符 号 （ 設 定 符 号
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） の 情 報 が 含 ま れ る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ の 処 理 は 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 が 、 依 頼 元 の
ICチ ッ プ １ i 以 外 の ICチ ッ プ か ら 送 信 さ れ て い な い の を 確 認 し て か ら 行 う の が 望 ま し い 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ に お い て 依 頼 デ ー タ を 送 信 し た 後 は 、 ス テ ッ
プ Ｓ ４ ２ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ で 送 信 し た 依 頼 デ ー タ に 対 す る 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ
ジ ACKが 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て 送 信 さ れ て き た か ど う か を 判
定 す る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 即 ち 、 依 頼 デ ー タ を 受 信 し た ICチ ッ プ １ j は 、 後 述 す る よ う に 、 そ の 依 頼 デ ー タ に 含 ま
れ る コ マ ン ド に よ っ て 指 示 さ れ た 信 号 処 理 が 可 能 か ど う か 等 を 判 定 し 、 可 能 な 場 合 に は 、
そ の 信 号 処 理 の 依 頼 を 受 け る 旨 の 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 、 共 通 符 号 を 用 い た ス
ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て 送 信 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ で は 、 そ の よ う に し て ア ク ノ リ ッ
ジ ACKが 送 信 さ れ て き た か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に お い て 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド す べ て に 対 応 す る 信 号 処 理 が
行 わ れ る の に 必 要 な ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 送 信 さ れ て き て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ
プ Ｓ ４ ３ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の 演 算 回 路 １ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ の 判 定 処 理 が
行 わ れ た 回 数 が 、 所 定 の 閾 値 Ｎ 未 満 （ 以 下 ） で あ る か ど う か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３
に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ の 判 定 処 理 が 行 わ れ た 回 数 が 、 所 定 の 閾 値 Ｎ 未 満 で あ る と 判 定
さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ の 判 定 処 理 が 行 わ れ た 回 数 が 、 所 定 の
閾 値 Ｎ 未 満 で な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ の 判 定 処 理 を Ｎ 回 行 う 間 に 、
他 の ICチ ッ プ １ j か ら 信 号 処 理 に 必 要 な ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 得 ら れ な か っ た 場 合 、 ス テ ッ プ
Ｓ ４ ４ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の 演 算 回 路 １ ４ は 、 信 号 処 理 の 対 象 の 信 号 （ デ ー タ
） が 記 録 回 路 １ ５ に 記 憶 さ れ て い る 場 合 に は 、 そ の 信 号 を 破 棄 （ 消 去 ） し 、 あ る い は 、 今
ま で に 受 信 し た ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 破 棄 し 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に お い て 、 必 要 な ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 送 信 さ れ て き た と 判 定 さ れ
た 場 合 、 即 ち 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 な １
以 上 の ICチ ッ プ １ j か ら 、 そ の 依 頼 デ ー タ に 対 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 、 共 通 チ ャ ネ ル に よ
っ て 送 信 さ れ 、 そ の 共 通 チ ャ ネ ル の 信 号 が 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の ア ン テ ナ １ １ で 受 信
さ れ 、 無 線 回 路 １ ２ を 介 し て 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 さ れ た 場 合 、 ス テ
ッ プ Ｓ ４ ６ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の 演 算 回 路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２ を 制 御 す る こ
と に よ り 、 ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 の 変 調 に 用 い る 拡 散 符 号 を 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ で 送 信 し た
依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る 送 信 局 IDが 表 す 設 定 符 号 に 設 定 す る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ か ら Ｓ ４ ７ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 依 頼 デ ー タ に 含
ま せ た コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ で 設 定 し た 拡 散
符 号 （ 設 定 符 号 ） を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 で 送 信 す る 第 ２ の 通 信 を 行 い 、 処 理 を 終
了 す る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 即 ち 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i で は 、 演 算 回 路 １ ４ が 、 例 え ば 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま せ た コ
マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 、 記 憶 回 路 １ ５ か ら 読 み 出 し 、 無 線 回 路 １
２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 演 算 回 路 １ ４ か ら の 信 号 を 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま せ た 送 信
局 IDが 表 す 設 定 符 号 を 用 い て 、 ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に 変 調 し 、 ア ン テ ナ １ １ か ら 電 波 と
し て 射 出 さ せ る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
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　 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が ス テ ッ プ Ｓ ４ ７ で 送 信 す る 設 定 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散
信 号 は 、 接 続 板 ２ 上 の 他 の ICチ ッ プ の う ち の 、 依 頼 デ ー タ に 対 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送
信 し て き た も の だ け に お い て 受 信 （ 復 調 ） さ れ る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 次 に 、 図 １ ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 第 ２ の 通 信 に お い て 、 通 信 相 手 が 符 号 分 割
を 利 用 し て 制 限 さ れ る 場 合 の 、 依 頼 元 と な っ た ICチ ッ プ １ i の 他 の ICチ ッ プ １ j 、 即 ち 、 依
頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j が 行 う 処 理 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j は 、 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に お い て 、 共 通 符 号 を
用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 の セ ン シ ン グ を 行 う 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ で は 、 依 頼 先 と
な り う る ICチ ッ プ １ j の ア ン テ ナ １ １ が 電 波 を 受 信 し 、 そ の 受 信 信 号 （ ス ペ ク ト ラ ム 拡 散
信 号 ） を 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 を 、 共
通 符 号 を 用 い て 復 調 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 復 調 信 号 を 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４
に 供 給 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ か ら Ｓ ５ ２ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２
か ら の 復 調 信 号 に 基 づ き 、 他 の ICチ ッ プ 、 即 ち 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 送 信 し た 、 共 通
符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 が 存 在 す る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に お い て 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 が 存 在 し な い と 判 定
さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 即 ち 、 依 頼 先 と
な り う る ICチ ッ プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散
信 号 が 送 信 さ れ て く る ま で 、 待 ち 状 態 と な る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j に お い て 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト
ラ ム 拡 散 信 号 を 常 時 監 視 す る セ ン シ ン グ を 行 う よ う に し た が 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ
１ j の 無 線 回 路 １ ２ で は 、 電 波 の 受 信 強 度 に 基 づ い て 、 ア ン テ ナ １ １ で の 受 信 信 号 を カ ッ
ト ま た は 通 過 さ せ る ス ケ ル チ 回 路 を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 即 ち 、 依 頼 先 と な り う る
ICチ ッ プ １ j の 無 線 回 路 １ ２ で は 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 の 信 号 強 度 が
所 定 の 閾 値 以 下 （ 未 満 ） の 場 合 は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 を 、 演 算 回 路 １ ４ に 出 力
せ ず 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 の 信 号 強 度 が 所 定 の 閾 値 よ り 大 （ 以 上 ） の
場 合 は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 を 、 演 算 回 路 １ ４ に 出 力 す る よ う に す る こ と が 可 能
で あ る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に お い て 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 が 存 在 す る と 判 定 さ
れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ に 進 み 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ
１ i が 図 １ １ の ス テ ッ プ Ｓ ４ １ で 共 通 符 号 に よ っ て 送 信 し て く る 依 頼 デ ー タ を 受 信 す る 。
即 ち 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j で は 、 ア ン テ ナ １ １ に お い て 電 波 が 受 信 さ れ 、 そ の
受 信 信 号 が 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 さ れ る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 の
う ち の 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 を 復 調 し 、 こ れ に よ り 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ
１ i か ら の 依 頼 デ ー タ を 得 て 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ か ら Ｓ ５ ４ に 進 み 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j で は 、 演 算
回 路 １ ４ が 、 図 ６ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お け る 場 合 と 同 様 に 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の
依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド が 、 自 身 に 関 係 す る か ど う か 、 即 ち 、 例 え ば 、 依 頼 デ ー タ
に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で あ る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に お い て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド
に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に 戻 り 、
以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に お い て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ
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マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 依 頼 先 と な り う る
ICチ ッ プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信
号 処 理 を 行 う 、 い わ ば 正 式 な 依 頼 先 と な っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ に 進 み 、 以 下 、 そ の 信 号 処
理 を 行 う た め の 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ で は 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j は 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム
拡 散 信 号 の セ ン シ ン グ を 行 う 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ で は 、 ICチ ッ プ １ j の ア ン テ ナ １ １
が 電 波 を 受 信 し 、 そ の 受 信 信 号 を 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １
１ か ら の 受 信 信 号 を 、 共 通 符 号 を 用 い て 復 調 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 復 調 信 号 を 、 信 号 処 理
回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ か ら Ｓ ５ ６ に 進 み 、 演 算 回
路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２ か ら の 復 調 信 号 に 基 づ き 、 依 頼 先 と な っ た 他 の ICチ ッ プ １ j ' が 、
依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i に 対 し て 、 依 頼 デ ー タ に 対 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 し て い る か ど
う か を 確 認 す る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 即 ち 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ は 、 後 述 す る ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ に お い て 、 依 頼 デ ー タ に 対
す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 に よ っ て 送 信 す る 。 IC
チ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ６ に お い て 、 依 頼 先 と な っ た 他 の ICチ ッ プ １ j ' が 、 依 頼 元 の I
Cチ ッ プ １ i に 対 し て 、 依 頼 デ ー タ に 対 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 し て い る こ と を 確 認 し
た 場 合 、 そ の 送 信 が 終 了 す る の を 待 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ に 進 む 。 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ６
に お い て 、 依 頼 先 と な っ た 他 の ICチ ッ プ １ j ' が 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i に 対 し て 、 依 頼 デ
ー タ に 対 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 し て い る こ と が 確 認 さ れ な か っ た 場 合 、 即 ち 、 共 通
符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 の 送 受 信 が 行 わ れ て い な い 場 合 、 即 座 に 、 ス テ ッ プ Ｓ
５ ７ に 進 む 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ で は 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼
デ ー タ に 対 す る 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信
号 に よ っ て 送 信 す る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 即 ち 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j で は 、 演 算 回 路 １ ４ が 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ
ー タ に 対 す る 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 生 成 し 、 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回
路 １ ２ は 、 演 算 回 路 １ ４ か ら の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 、 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散
信 号 に 変 調 し 、 ア ン テ ナ １ １ に 供 給 し て 射 出 さ せ る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j が ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ で 送 信 す る 共 通 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散
信 号 は 、 接 続 板 ２ 上 の 他 の す べ て の ICチ ッ プ で 受 信 さ れ る 。 但 し 、 そ の 共 通 符 号 を 用 い た
ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 を 受 信 し て 処 理 す る の は 、 図 １ １ で 説 明 し た 処 理 を 行 う 依 頼 元 の IC
チ ッ プ １ i だ け で あ り 、 他 の ICチ ッ プ で は 、 特 に 処 理 は 行 わ れ な い 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 こ こ で 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j が 送 信 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKの フ ォ ー マ ッ ト と し て
は 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 し た 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 送 信 す る 依 頼 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト と
同 一 の フ ォ ー マ ッ ト を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 こ の 場 合 、 ア ク ノ リ ッ ジ ACKの 先 頭 に は 、 依 頼 デ ー タ の 先 頭 に 配 置 さ れ て い た 送 信 局 ID
に 含 ま れ て い た 設 定 符 号 の 情 報 を 含 む 送 信 局 IDが 配 置 さ れ る 。 さ ら に 、 そ の 送 信 局 IDの 後
に は 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j が 行 う 信 号 処 理 に 対 応 す る コ マ ン ド （ コ マ ン ド コ ー ド
） が 配 置 さ れ る 。 な お 、 ア ク ノ リ ッ ジ ACKの 先 頭 に 配 置 さ れ る 送 信 局 IDに は 、 設 定 符 号 の
情 報 の 他 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j を 識 別 す る た め の IDな ど を 含 ま せ る こ と も 可 能 で
あ る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ に お い て ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 し た 後 は 、 ス
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テ ッ プ Ｓ ５ ８ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ に お い て 、 無 線 回 路 １ ２ を 制 御 す る こ と に よ り 、 ス ペ
ク ト ラ ム 拡 散 信 号 の 復 調 に 用 い る 拡 散 符 号 を 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ で 受 信 し た 依 頼 デ ー タ に 含
ま れ る 送 信 局 IDが 表 す 設 定 符 号 に 設 定 す る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 即 ち 、 こ れ に よ り 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i と 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j と に お い て 、 信 号 処 理
の 対 象 と す る 信 号 を 送 受 信 す る ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 の 変 調 と 復 調 に 用 い る 拡 散 符 号 と し
て 、 同 一 の 拡 散 符 号 が 設 定 さ れ 、 第 ２ の 通 信 が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 な お 、 依 頼 先 と な る ICチ ッ プ は 、 １ つ と は 限 ら ず 、 複 数 の 場 合 が あ る 。 依 頼 先 と な る IC
チ ッ プ が 複 数 の 場 合 に は 、 そ の 複 数 の 依 頼 先 の ICチ ッ プ そ れ ぞ れ と 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i

と に お い て 、 信 号 処 理 の 対 象 と す る 信 号 を 送 受 信 す る ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 の 拡 散 符 号 と
し て 、 同 一 の 拡 散 符 号 が 設 定 さ れ る 。 そ し て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 送 信 す る 、 信 号 処
理 の 対 象 と す る 信 号 は 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ だ け が 受 信 （ 復 調 ） す る こ と に な る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ８ の 処 理 後 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ９ に 進 み 、 依 頼 元
の ICチ ッ プ １ i が 図 １ １ の ス テ ッ プ Ｓ ４ ７ に お い て 設 定 符 号 を 用 い た ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信
号 に よ っ て 送 信 し て く る 、 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 受 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ に 進 む 。
即 ち 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j で は 、 ア ン テ ナ １ １ に お い て 電 波 が 受 信 さ れ 、 そ の 受 信 信 号
が 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 さ れ る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 を 、 設 定 符
号 を 用 い て 復 調 し 、 こ れ に よ り 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号
を 得 て 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ で は 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j の 演 算 回 路 １ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ で ア ク
ノ リ ッ ジ ACKに 含 ま せ た コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ９ で 受 信 し た 信 号
を 対 象 と し て 行 い 、 必 要 に 応 じ て 、 そ の 信 号 処 理 の 結 果 を 、 記 憶 回 路 １ ５ に 記 憶 さ せ 、 処
理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 な お 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ の 信 号 処 理 の 結 果 得 ら れ た 信 号 の 、 さ
ら な る 信 号 処 理 を 、 他 の ICチ ッ プ に 依 頼 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ
１ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ と な っ て 、 図 １ １ で 説 明 し た 処 理 を 行 う 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 こ こ で 、 ス ペ ク ト ラ ム 拡 散 信 号 の 変 調 と 復 調 に 用 い ら れ る 拡 散 符 号 と し て は 、 例 え ば 、
PN(Pseudo Noise)符 号 を 採 用 す る こ と が で き る 。 PN符 号 と し て は 、 例 え ば 、 M系 列 が あ る
。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 図 １ ３ は 、 次 数 が ７ で 、 帰 還 タ ッ プ が （ ３ ， ７ ） の 、 周 期 が １ ２ ７ の M系 列 を 生 成 す る M
系 列 生 成 回 路 の 構 成 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 図 １ ３ に お い て 、 M系 列 発 生 回 路 は 、 ７ 個 の シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 1 ， ３ １ 2 ， ３ １ 3 ， ３ １

4 ， ３ １ 5 ， ３ １ 6 ， ３ １ 7 と 、 １ つ の XOR(eXclusive OR)ゲ ー ト ３ ２ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 1 ， ３ １ 2 ， ３ １ 3 ， ３ １ 4 ， ３ １ 5 ， ３ １ 6 ， ３ １ 7 は 、 そ の 順 で シ リ
ー ズ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ p は 、 所 定 の ク ロ ッ ク に 同 期 し て 、
前 段 の シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ p - 1 か ら 供 給 さ れ る 値 を 保 持 し 、 そ の 保 持 し た 値 を 、 後 段 の シ
フ ト レ ジ ス タ ３ １ p + 1 に 出 力 す る 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 但 し 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 1 に は 、 XORゲ ー ト ３ ２ の 出 力 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て お り
、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 1 は 、 XORゲ ー ト ３ ２ の 出 力 を 保 持 す る 。 ま た 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １

3 の 出 力 は 、 そ の 後 段 の シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 4 に 供 給 さ れ る 他 、 XORゲ ー ト ３ ２ に も 供 給 さ
れ る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 7 の 出 力 は 、 XORゲ ー ト ３ ２ に 供 給 さ
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れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 XORゲ ー ト ３ ２ は 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 3 と ３ １ 7 の 出 力 の 排 他 的 論 理 和 (XOR)を 演 算 し 、
そ の 演 算 結 果 を 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 1 に 供 給 す る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る M系 列 発 生 回 路 で は 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 1 乃 至 ３ １ 7 そ れ ぞ れ
に 、 初 期 値 と し て の 値 が セ ッ ト さ れ て お り 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 1 乃 至 ３ １ 7 は 、 そ れ ぞ れ
、 所 定 の ク ロ ッ ク に 同 期 し て 、 前 段 の シ フ ト レ ジ ス タ か ら 供 給 さ れ る 値 を 保 持 し 、 そ の 保
持 し た 値 を 、 後 段 の シ フ ト レ ジ ス タ に 出 力 す る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 但 し 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 1 は 、 XORゲ ー ト ３ ２ の 出 力 を 保 持 し 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 7

は 、 保 持 し た 値 を 、 XORゲ ー ト ３ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 一 方 、 XORゲ ー ト ３ ２ は 、 所 定 の ク ロ ッ ク に 同 期 し て 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 3 と ３ １ 7 の
出 力 の 排 他 的 論 理 和 を 演 算 し 、 そ の 演 算 結 果 を 、 シ フ ト レ ジ ス タ ３ １ 1 に 供 給 す る 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 図 １ ３ の M系 列 発 生 回 路 で は 、 以 上 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る こ と に よ り 、 シ フ ト レ ジ ス タ
３ １ 7 か ら 、 上 述 し た 周 期 が １ ２ ７ の M系 列 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ２ １ ０ 】
　 な お 、 PN符 号 と し て は 、 そ の 他 、 例 え ば 、 Gold符 号 や 、 Barker符 号 、 Walsh符 号 な ど が
あ る 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 次 に 、 第 ２ の 通 信 に お い て 、 通 信 相 手 の 制 限 は 、 そ の 他 、 例 え ば 、 ア ン テ ナ １ １ で 送 受
信 さ れ る 電 波 （ 電 磁 波 ） の 偏 波 面 の 調 整 に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 即 ち 、 電 波 （ 電 磁 波 ） の 偏 波 に は 、 そ の 電 界 成 分 が 、 大 地 （ 地 表 ） と 水 平 な 方 向 に 振 幅
し て い る 水 平 偏 波 、 垂 直 な 方 向 に 振 幅 し て い る 垂 直 偏 波 、 偏 波 面 が 回 転 し て い る 回 転 偏 波
が あ る 。 さ ら に 、 円 偏 波 に は 、 偏 波 面 が 、 時 間 の 経 過 方 向 に 対 し て 右 回 転 し て い る 右 旋 円
偏 波 と 、 左 回 転 し て い る 左 旋 円 偏 波 と が あ る 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 ア ン テ ナ １ １ の 偏 波 と 電 波 の 偏 波 と が 異 な る 場 合 、 ア ン テ ナ １ １ で は 、 そ の 電 波 を 十 分
な 受 信 強 度 で 受 信 す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、 異 な る 偏 波 の 電 波 を 用 い る こ と に よ り 、
通 信 相 手 を 制 限 し て 、 独 立 の 通 信 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 に お い て 、 偏 波 の 調 整 を し て 通 信 を 行 う 場 合 、 第 １ の 通 信 を 行 う た
め の 偏 波 （ 以 下 、 適 宜 、 共 通 偏 波 と い う ） と 、 第 ２ の 通 信 を 行 う た め の １ 以 上 の 偏 波 と が
、 あ ら か じ め 割 り 当 て ら れ る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 ICチ ッ プ １ i は 、 第 １ の 通 信 を 行 う 場 合 、 共 通 偏 波 の 電 波 に よ っ て 信 号 を 送 信 ま た は 受
信 す る 。 ま た 、 ICチ ッ プ １ i は 、 第 ２ の 通 信 を 行 う 場 合 、 第 ２ の 通 信 に 割 り 当 て ら れ た １
以 上 の 偏 波 の う ち の い ず れ か １ つ を 、 第 ２ の 通 信 を 行 う た め の 偏 波 に 設 定 し 、 そ の 設 定 さ
れ た 偏 波 （ 以 下 、 適 宜 、 設 定 偏 波 と い う ） の 電 波 に よ っ て 信 号 を 送 信 す る 。 こ れ に よ り 、
第 ２ の 通 信 で は 、 通 信 相 手 が 制 限 さ れ る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 即 ち 、 第 ２ の 通 信 に よ っ て 信 号 を 送 信 し よ う と す る ICチ ッ プ １ i は 、 あ る 設 定 偏 波 の 電
波 に よ っ て 信 号 を 送 信 す る の で 、 そ の 電 波 を （ 十 分 な 強 度 で ） 受 信 す る こ と が で き る 通 信
相 手 と し て の 他 の ICチ ッ プ １ j は 、 そ の 設 定 偏 波 の 電 波 を 受 信 し よ う と し て い る も の だ け
に 制 限 さ れ る 。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 な お 、 設 定 偏 波 は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i で 設 定 し て も 良 い し 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j で
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設 定 し て も 良 い 。 設 定 偏 波 を 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i で 設 定 す る 場 合 に は 、 そ の 設 定 偏 波
の 情 報 が 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 送 信 す る 依 頼 デ ー タ に 含 め ら れ 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i

と 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j に お い て 、 そ の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る 情 報 が 表 す 偏 波 が 設 定 偏 波
と さ れ る 。 ま た 、 設 定 偏 波 を 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j が 設 定 す る 場 合 に は 、 そ の 設 定 偏 波
の 情 報 が 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j が 送 信 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKに 含 め ら れ 、 依 頼 元 の ICチ ッ
プ １ i と 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j に お い て 、 そ の ア ク ノ リ ッ ジ ACKに 含 ま れ る 情 報 が 表 す 偏 波
が 設 定 偏 波 と さ れ る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 次 に 、 偏 波 （ 面 ） の 調 整 は 、 例 え ば 、 ア ン テ ナ １ １ を 、 MEMS(Micro Electro Mechanica
l System)技 術 な ど に よ っ て 回 転 等 さ せ る こ と に よ り 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 電 波 の 偏
波 の 調 整 は 、 ア ン テ ナ １ １ と 無 線 回 路 １ ２ と の 間 の 給 電 線 の 長 さ を 変 え る こ と に よ り 、 ア
ン テ ナ １ １ に 流 れ る 電 流 の 位 相 を 制 御 し て 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 ア ン テ ナ １ １ に 流 れ る 電 流 の 位 相 を 制 御 し て 、 偏 波 の 調 整 を 行 う 場 合 、 ア ン テ ナ １ １ と
し て は 、 例 え ば 、 図 １ ４ に 示 す よ う な ス タ ッ ク ア ン テ ナ を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 図 １ ４ の ス タ ッ ク ア ン テ ナ は 、 ２ つ の ア ン テ ナ ４ １ 1 と ４ １ 2 か ら 構 成 さ れ て い る 。 図 １
４ に お い て 、 ２ つ の ア ン テ ナ ４ １ 1 と ４ １ 2 は 、 い ず れ も エ レ メ ン ト の 方 向 が 垂 直 に な る よ
う に 配 置 （ ス タ ッ ク ） さ れ て い る 。 な お 、 ２ つ の ア ン テ ナ ４ １ 1 と ４ １ 2 は 、 同 一 （ 仕 様 ）
の ア ン テ ナ で あ る 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 ス タ ッ ク ア ン テ ナ を 用 い て 、 偏 波 の 調 整 を 行 う 場 合 に は 、 ア ン テ ナ ４ １ 1 と ４ １ 2 を 、 図
１ ５ に 示 す よ う に 、 図 １ ４ に お け る 配 置 状 態 に 対 し て 傾 け て 配 置 す る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 即 ち 、 図 １ ５ の ス タ ッ ク ア ン テ ナ を 、 Ａ 方 向 か ら 見 た 場 合 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 ア ン
テ ナ ４ １ 1 と ４ １ 2 を 、 そ れ ぞ れ の エ レ メ ン ト の 方 向 が 直 交 す る よ う に 配 置 す る 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 そ し て 、 無 線 回 路 １ ２ に お い て 、 ア ン テ ナ ４ １ 1 と ４ １ 2 に 流 れ る 電 流 ど う し の 位 相 差 を
制 御 す る こ と に よ り 、 偏 波 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 即 ち 、 図 １ ７ は 、 無 線 回 路 １ ２ の 、 ア ン テ ナ ４ １ 1 と ４ １ 2 に 流 れ る 電 流 ど う し の 位 相 差
を 調 整 す る こ と に よ り 、 偏 波 を 調 整 す る 部 分 （ 以 下 、 適 宜 、 偏 波 調 整 回 路 と い う ） の 構 成
例 を 示 し て い る 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら 電 波 が 射 出 さ れ る 場 合 を 例 に 、 そ の 偏 波 の 調 整 に つ
い て 説 明 す る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 偏 波 調 整 回 路 に は 、 電 波 と し て 射 出 す る 変 調 信 号 が 入 力 さ れ 、 分 配 器 ５ １ に 供 給 さ れ る
。 分 配 器 ５ １ は 、 変 調 信 号 を 、 同 一 の ２ つ の 変 調 信 号 に 分 配 し 、 一 方 を 、 ス イ ッ チ ５ ２ 1

に 供 給 す る と と も に 、 他 方 を 、 ス イ ッ チ ５ ３ 1 に 供 給 す る 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 ス イ ッ チ ５ ２ 1 は 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ ま た は １ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ の う ち の 一 方 の 一 端
を 選 択 す る 。 ス イ ッ チ ５ ２ 2 は 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ ま た は １ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ の う ち の
、 ス イ ッ チ ５ ２ 1 が 選 択 し た 方 の 他 端 を 選 択 す る 。 そ し て 、 ス イ ッ チ ５ ２ 2 は 、 基 準 ケ ー ブ
ル ６ １ ま た は １ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ の う ち の 選 択 し た 方 か ら 供 給 さ れ る 変 調 信 号 を 、 ア ン
テ ナ ４ １ 1 に 供 給 し 、 こ れ に よ り 、 電 波 と し て 射 出 さ せ る 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 従 っ て 、 ス イ ッ チ ５ ２ 1 が 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ の 一 端 を 選 択 し た 場 合 に は 、 ス イ ッ チ ５
２ 2 も 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ の 他 端 を 選 択 し 、 こ れ に よ り 、 分 配 器 ５ １ が 出 力 す る 変 調 信 号
は 、 ス イ ッ チ ５ ２ 1 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ 、 お よ び ス イ ッ チ ５ ２ 2 を 介 し て 、 ア ン テ ナ ４ １ 1
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に 供 給 さ れ 、 電 波 と し て 射 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 ま た 、 ス イ ッ チ ５ ２ 1 が 、 １ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ の 一 端 を 選 択 し た 場 合 に は 、 ス イ ッ チ
５ ２ 2 も 、 １ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ の 他 端 を 選 択 し 、 こ れ に よ り 、 分 配 器 ５ １ が 出 力 す る 変
調 信 号 は 、 ス イ ッ チ ５ ２ 1 、 １ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ 、 お よ び ス イ ッ チ ５ ２ 2 を 介 し て 、 ア ン
テ ナ ４ １ 1 に 供 給 さ れ 、 電 波 と し て 射 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ は 、 所 定 の 長 さ の ケ ー ブ ル （ 給 電 線 ） で 、 １ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ は 、
そ こ を 通 る 変 調 信 号 の 位 相 を 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ を 通 る 変 調 信 号 の 位 相 に 対 し て 、 １ ８ ０
度 だ け 異 な る 値 と す る 長 さ の ケ ー ブ ル で あ る 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 従 っ て 、 ア ン テ ナ ４ １ 1 に 対 し て 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と 、
１ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と は 、 そ の 位 相 差 が １ ８ ０ 度 と な る 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 ス イ ッ チ ５ ３ 1 は 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ ま た は ２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ４ の う ち の 一 方 の 一 端
を 選 択 す る 。 ス イ ッ チ ５ ３ 2 は 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ ま た は ２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ４ の う ち の
、 ス イ ッ チ ５ ３ 1 が 選 択 し た 方 の 他 端 を 選 択 す る 。 そ し て 、 ス イ ッ チ ５ ３ 2 は 、 基 準 ケ ー ブ
ル ６ ３ ま た は ２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ４ の う ち の 選 択 し た 方 か ら 供 給 さ れ る 変 調 信 号 を 、 ア ン
テ ナ ４ １ 2 に 供 給 し 、 こ れ に よ り 、 電 波 と し て 射 出 さ せ る 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 従 っ て 、 ス イ ッ チ ５ ３ 1 が 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ の 一 端 を 選 択 し た 場 合 に は 、 ス イ ッ チ ５
３ 2 も 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ の 他 端 を 選 択 し 、 こ れ に よ り 、 分 配 器 ５ １ が 出 力 す る 変 調 信 号
は 、 ス イ ッ チ ５ ３ 1 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ 、 お よ び ス イ ッ チ ５ ３ 2 を 介 し て 、 ア ン テ ナ ４ １ 2

に 供 給 さ れ 、 電 波 と し て 射 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 ま た 、 ス イ ッ チ ５ ３ 1 が 、 ２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ４ の 一 端 を 選 択 し た 場 合 に は 、 ス イ ッ チ
５ ３ 2 も 、 ２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ４ の 他 端 を 選 択 し 、 こ れ に よ り 、 分 配 器 ５ １ が 出 力 す る 変
調 信 号 は 、 ス イ ッ チ ５ ３ 1 、 ２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ４ 、 お よ び ス イ ッ チ ５ ３ 2 を 介 し て 、 ア ン
テ ナ ４ １ 2 に 供 給 さ れ 、 電 波 と し て 射 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ は 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ と 同 一 の 長 さ の ケ ー ブ ル （ 給 電 線 ） で 、 ２ ７ ０
度 ケ ー ブ ル ６ ４ は 、 そ こ を 通 る 変 調 信 号 の 位 相 を 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ を 通 る 変 調 信 号 の 位
相 に 対 し て 、 ２ ７ ０ 度 だ け 異 な る 値 と す る 長 さ の ケ ー ブ ル で あ る 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 従 っ て 、 ア ン テ ナ ４ １ 2 に 対 し て 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と 、
２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ４ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と は 、 そ の 位 相 差 が ２ ７ ０ 度 と な る 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 ま た 、 ス イ ッ チ ５ ２ 2 と ア ン テ ナ ４ １ 1 と の 間 を 接 続 す る ケ ー ブ ル と 、 ス イ ッ チ ５ ３ 2 と
ア ン テ ナ ４ １ 2 と の 間 を 接 続 す る ケ ー ブ ル と は 、 同 一 の 長 さ と な っ て い る 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 従 っ て 、 ア ン テ ナ ４ １ 1 に 対 し て 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と 、
ア ン テ ナ ４ １ 2 に 対 し て 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と は 、 同 一 位 相
で あ る 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
　 ま た 、 ア ン テ ナ ４ １ 1 に 対 し て 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と 、 ア
ン テ ナ ４ １ 2 に 対 し て 、 ２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ４ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と は 、 そ の 位
相 差 が ２ ７ ０ 度 と な る 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 ア ン テ ナ ４ １ 2 に 対 し て 、 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と 、
ア ン テ ナ ４ １ 1 に 対 し て 、 １ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と は 、 そ の
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位 相 差 が １ ８ ０ 度 と な る 。
【 ０ ２ ４ １ 】
　 ま た 、 ア ン テ ナ ４ １ 1 に 対 し て 、 １ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と
、 ア ン テ ナ ４ １ 2 に 対 し て 、 ２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ４ を 介 し て 供 給 さ れ る 変 調 信 号 と は 、 そ
の 位 相 差 が ９ ０ 度 と な る 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
　 ア ン テ ナ ４ １ 1 と ４ １ 2 と は 、 図 １ ６ に 示 し た よ う に 、 そ れ ぞ れ の エ レ メ ン ト の 方 向 が 直
交 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ４ ３ 】
　 従 っ て 、 ス イ ッ チ ５ ２ 1 と ５ ２ 2 が 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ を 選 択 す る と と も に 、 ス イ ッ チ ５ ３

1 と ５ ３ 2 が 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ を 選 択 し た 場 合 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 ア ン テ ナ ４ １ 1 か ら
射 出 さ れ る 電 波 の 電 界 成 分 ７ １ は 、 例 え ば 、 右 上 方 向 の ベ ク ト ル で 表 さ れ 、 ア ン テ ナ ４ １

2 か ら 射 出 さ れ る 電 波 の 電 界 成 分 ７ ２ は 、 例 え ば 、 右 下 方 向 の ベ ク ト ル で 表 さ れ る 。 そ の
結 果 、 ア ン テ ナ ４ １ 1 と ４ １ 2 か ら 構 成 さ れ る ア ン テ ナ １ １ 全 体 と し て 射 出 さ れ る 電 波 の 電
界 成 分 ７ ３ は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 電 界 成 分 ７ １ と ７ ２ と を 合 成 し た 、 水 平 方 向 （ 図 １
８ で は 、 左 方 向 ） の ベ ク ト ル で 表 さ れ る こ と に な る 。 即 ち 、 こ の 場 合 、 ア ン テ ナ １ １ か ら
は 、 水 平 偏 波 の 電 波 が 射 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 ま た 、 ス イ ッ チ ５ ２ 1 と ５ ２ 2 が １ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ を 選 択 す る と と も に 、 ス イ ッ チ ５
３ 1 と ５ ３ 2 が 基 準 ケ ー ブ ル ６ ３ を 選 択 し た 場 合 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 ア ン テ ナ ４ １ 1 か
ら 射 出 さ れ る 電 波 の 電 界 成 分 ８ １ は 、 例 え ば 、 左 下 方 向 の ベ ク ト ル で 表 さ れ 、 ア ン テ ナ ４
１ 2 か ら 射 出 さ れ る 電 波 の 電 界 成 分 ８ ２ は 、 例 え ば 、 右 下 方 向 の ベ ク ト ル で 表 さ れ る 。 そ
の 結 果 、 ア ン テ ナ ４ １ 1 と ４ １ 2 か ら 構 成 さ れ る ア ン テ ナ １ １ 全 体 と し て 射 出 さ れ る 電 波 の
電 界 成 分 ８ ３ は 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 電 界 成 分 ８ １ と ８ ２ と を 合 成 し た 、 垂 直 方 向 （ 図
１ ９ で は 、 下 方 向 ） の ベ ク ト ル で 表 さ れ る こ と に な る 。 即 ち 、 こ の 場 合 、 ア ン テ ナ １ １ か
ら は 、 垂 直 偏 波 の 電 波 が 射 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
　 な お 、 ス イ ッ チ ５ ２ 1 と ５ ２ 2 が 基 準 ケ ー ブ ル ６ １ を 選 択 す る と と も に 、 ス イ ッ チ ５ ３ 1

と ５ ３ 2 が ２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ４ を 選 択 し た 場 合 、 ア ン テ ナ １ １ か ら は 、 右 旋 円 偏 波 の 電
波 が 射 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
　 ま た 、 ス イ ッ チ ５ ２ 1 と ５ ２ 2 が １ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ２ を 選 択 す る と と も に 、 ス イ ッ チ ５
３ 1 と ５ ３ 2 が ２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル ６ ４ を 選 択 し た 場 合 、 ア ン テ ナ １ １ か ら は 、 左 旋 円 偏 波 の
電 波 が 射 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
　 無 線 回 路 １ ２ で は 、 以 上 の よ う に し て 、 ア ン テ ナ １ １ が 射 出 す る 電 波 の 偏 波 を 調 整 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
　 な お 、 ア ン テ ナ １ １ に お い て 電 波 を 受 信 す る 場 合 の 偏 波 の 調 整 も 、 上 述 し た 、 ア ン テ ナ
１ １ が 電 波 を 射 出 す る 場 合 と 同 様 に し て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 次 に 、 図 ２ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 第 ２ の 通 信 に お い て 、 通 信 相 手 が 偏 波 の 調
整 に よ り 制 限 さ れ る 場 合 の 、 依 頼 元 と な っ た ICチ ッ プ １ i が 行 う 処 理 を 説 明 す る 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ １ に お い て 、 共 通 偏 波 （ 面 ） の 電
波 の セ ン シ ン グ を 行 う 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ １ で は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i に お い て 、 無
線 回 路 １ ２ が 、 ア ン テ ナ １ １ が 共 通 偏 波 の 電 波 を 受 信 す る よ う に 調 整 し 、 ア ン テ ナ １ １ が
、 電 波 を 受 信 し て 、 そ の 受 信 信 号 を 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ
１ １ か ら の 受 信 信 号 を 復 調 し 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す る 。 そ し て 、 ス
テ ッ プ Ｓ ７ １ か ら Ｓ ７ ２ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２ か ら の 信 号 に 基 づ き 、 共
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通 偏 波 の 電 波 が 、 他 の ICチ ッ プ に よ っ て 使 用 さ れ て い る か ど う か （ 共 通 偏 波 の 電 波 が 、 他
の Ｉ Ｃ チ ッ プ に よ っ て 送 信 さ れ て い る か ） 、 即 ち 、 共 通 偏 波 の 電 波 を 用 い た 第 １ の 通 信 が
、 他 の ICチ ッ プ に お い て 行 わ れ て い る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ ２ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ ２ に お い て 、 共 通 偏 波 の 電 波 が 使 用 さ れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ
プ Ｓ ７ ３ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 ラ ン ダ ム な 時 間 だ け の 待 ち 時 間 を お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ
７ １ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 即 ち 、 共 通 偏 波 の 電 波 が 他 の ICチ ッ プ に
お い て 使 用 さ れ て い る 場 合 に は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ １ 乃 至 Ｓ ７ ３ の
処 理 を 繰 り 返 し 、 こ れ に よ り 、 共 通 偏 波 の 電 波 の 使 用 が 終 了 す る の を 待 つ 。
【 ０ ２ ５ ２ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ２ に お い て 、 共 通 偏 波 の 電 波 が 使 用 さ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場
合 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ４ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 他 の １ 以 上 の ICチ ッ プ １ j に 依 頼 す
る 信 号 処 理 を 指 示 す る 信 号 、 即 ち 、 ICチ ッ プ １ j に お け る 信 号 処 理 を 制 御 す る コ マ ン ド を
、 共 通 偏 波 の 電 波 に よ っ て 送 信 す る 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
　 即 ち 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i で は 、 演 算 回 路 １ ４ が 、 他 の １ 以 上 の ICチ ッ プ １ j そ れ ぞ れ
に 依 頼 す る 信 号 処 理 を 指 示 す る コ マ ン ド が 配 置 さ れ た 依 頼 デ ー タ を 生 成 し 、 無 線 回 路 １ ２
に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 演 算 回 路 １ ４ か ら の 依 頼 デ ー タ を 変 調 し 、 ア ン テ ナ １ １ に
供 給 し て 、 共 通 偏 波 の 電 波 で 送 信 さ せ る 。
【 ０ ２ ５ ４ 】
　 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が ス テ ッ プ Ｓ ７ ４ で 送 信 す る 共 通 偏 波 の 電 波 は 、 接 続 板 ２ 上 の 他
の す べ て の ICチ ッ プ で 受 信 さ れ る 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
　 な お 、 図 ２ ０ に お い て 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 共 通 偏 波 の 電 波 に よ っ て 送 信 す る 依 頼 デ
ー タ の 送 信 局 IDに は 、 図 ５ で 説 明 し た 、 第 ２ の 通 信 を 行 う の に 用 い ら れ る チ ャ ネ ル の 情 報
に 代 え て 、 第 ２ の 通 信 を 行 う の に 用 い ら れ る 偏 波 （ 面 ） の 情 報 の 情 報 が 含 ま れ る 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ４ に お い て 依 頼 デ ー タ を 送 信 し た 後 は 、 ス テ ッ
プ Ｓ ７ ５ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ １ に お け る 場 合 と 同 様 に 、 共 通 偏 波 の 電 波 の セ ン シ ン グ を
行 っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ６ に 進 む 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ ６ で は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ５ の セ ン シ ン グ の 結 果 に
基 づ き 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ４ で 送 信 し た 依 頼 デ ー タ に 対 す る 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKが
、 共 通 偏 波 の 電 波 に よ っ て 送 信 さ れ て き た か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 即 ち 、 依 頼 デ ー タ を 受 信 し た ICチ ッ プ １ j は 、 後 述 す る よ う に 、 そ の 依 頼 デ ー タ に 含 ま
れ る コ マ ン ド に よ っ て 指 示 さ れ た 信 号 処 理 が 可 能 か ど う か 等 を 判 定 し 、 可 能 な 場 合 に は 、
そ の 信 号 処 理 の 依 頼 を 受 け る 旨 の 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 、 共 通 偏 波 の 電 波 に よ
っ て 送 信 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ７ ６ で は 、 そ の よ う に し て ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 送 信 さ れ て き た
か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ ２ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ ６ に お い て 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド す べ て に 対 応 す る 信 号 処 理 が
行 わ れ る の に 必 要 な ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 送 信 さ れ て き て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ
プ Ｓ ７ ７ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の 演 算 回 路 １ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ５ に お け る 共 通
偏 波 の 電 波 の セ ン シ ン グ 回 数 が 、 所 定 の 閾 値 Ｎ 未 満 （ 以 下 ） で あ る か ど う か を 判 定 す る 。
ス テ ッ プ Ｓ ７ ７ に お い て 、 共 通 偏 波 の 電 波 の セ ン シ ン グ 回 数 が 、 所 定 の 閾 値 Ｎ 未 満 で あ る
と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ５ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ２ ６ ０ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ７ に お い て 、 共 通 偏 波 の 電 波 の セ ン シ ン グ 回 数 が 、 所 定 の 閾 値 Ｎ 未
満 で な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 即 ち 、 共 通 偏 波 の 電 波 の セ ン シ ン グ を Ｎ 回 行 っ て も 、 他 の IC
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チ ッ プ １ j か ら 信 号 処 理 に 必 要 な ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 得 ら れ な か っ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ８
に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の 演 算 回 路 １ ４ は 、 信 号 処 理 の 対 象 の 信 号 （ デ ー タ ） が 記
録 回 路 １ ５ に 記 憶 さ れ て い る 場 合 に は 、 そ の 信 号 を 破 棄 （ 消 去 ） し 、 あ る い は 、 い ま ま で
に 受 信 し た ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 破 棄 し 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ２ ６ １ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ６ に お い て 、 必 要 な ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 送 信 さ れ て き た と 判 定 さ れ
た 場 合 、 即 ち 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 な １
以 上 の ICチ ッ プ １ j か ら 、 そ の 依 頼 デ ー タ に 対 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKが 、 共 通 偏 波 の 電 波 に
よ っ て 送 信 さ れ 、 そ の 共 通 偏 波 の 電 波 の 信 号 が 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の ア ン テ ナ １ １ で
受 信 さ れ 、 無 線 回 路 １ ２ を 介 し て 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 さ れ た 場 合 、
ス テ ッ プ Ｓ ７ ９ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i の 演 算 回 路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２ を 制 御 す
る こ と に よ り 、 信 号 を 送 信 す る 電 波 の 偏 波 を 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ４ で 送 信 し た 依 頼 デ ー タ に 含
ま せ た 送 信 局 IDが 表 す 偏 波 （ 設 定 偏 波 ） に 設 定 す る 。
【 ０ ２ ６ ２ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ９ か ら Ｓ ８ ０ に 進 み 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i は 、 依 頼 デ ー タ に 含
ま せ た コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ９ で 設 定 し た 偏 波
（ 設 定 偏 波 ） の 電 波 で 送 信 す る 第 ２ の 通 信 を 行 い 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ２ ６ ３ 】
　 即 ち 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i で は 、 演 算 回 路 １ ４ が 、 例 え ば 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま せ た コ
マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 、 記 憶 回 路 １ ５ か ら 読 み 出 し 、 無 線 回 路 １
２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 演 算 回 路 １ ４ か ら の 信 号 を 、 依 頼 デ ー タ に 含 ま せ た 送 信
局 IDが 表 す 設 定 偏 波 の 電 波 と し て 、 ア ン テ ナ １ １ か ら 射 出 さ せ る 。
【 ０ ２ ６ ４ 】
　 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ で 送 信 す る 設 定 偏 波 の 電 波 は 、 接 続 板 ２ 上 の 他
の ICチ ッ プ の う ち の 、 依 頼 デ ー タ に 対 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 し て き た も の だ け に お
い て 受 信 さ れ る 。
【 ０ ２ ６ ５ 】
　 次 に 、 図 ２ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 第 ２ の 通 信 に お い て 、 通 信 相 手 が 偏 波 の 調
整 に よ り 制 限 さ れ る 場 合 の 、 依 頼 元 と な っ た ICチ ッ プ １ i の 他 の ICチ ッ プ １ j 、 即 ち 、 依 頼
先 と な り う る ICチ ッ プ １ j が 行 う 処 理 を 説 明 す る 。
【 ０ ２ ６ ６ 】
　 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j は 、 ま ず 最 初 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ に お い て 、 共 通 偏 波 の
電 波 の セ ン シ ン グ を 行 う 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ で は 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j に
お い て 、 無 線 回 路 １ ２ が 、 ア ン テ ナ １ １ が 共 通 偏 波 の 電 波 を 受 信 す る よ う に 調 整 し 、 ア ン
テ ナ １ １ が 、 電 波 を 受 信 し て 、 そ の 受 信 信 号 を 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は
、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 を 復 調 し 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す る 。
そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ か ら Ｓ ９ ２ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２ か ら の 信 号 に
基 づ き 、 他 の ICチ ッ プ 、 即 ち 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 送 信 し た 共 通 偏 波 の 電 波 が 存 在 す
る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ ２ ６ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ に お い て 、 共 通 偏 波 の 電 波 が 存 在 し な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ
９ １ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 即 ち 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j は
、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら 、 共 通 偏 波 の 電 波 が 送 信 さ れ て く る ま で 、 待 ち 状 態 と な る 。
【 ０ ２ ６ ８ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j に お い て 、 共 通 偏 波 の 電 波 を 常 時 監 視
す る セ ン シ ン グ を 行 う よ う に し た が 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j の 無 線 回 路 １ ２ で は
、 電 波 の 受 信 強 度 に 基 づ い て 、 ア ン テ ナ １ １ で の 受 信 信 号 を カ ッ ト ま た は 通 過 さ せ る ス ケ
ル チ 回 路 を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 即 ち 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j の 無 線 回 路
１ ２ で は 、 共 通 偏 波 の 電 波 の 受 信 強 度 が 所 定 の 閾 値 以 下 （ 未 満 ） の 場 合 は 、 ア ン テ ナ １ １
か ら の 受 信 信 号 を 、 演 算 回 路 １ ４ に 出 力 せ ず 、 共 通 偏 波 の 電 波 の 受 信 強 度 が 所 定 の 閾 値 よ
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り 大 （ 以 上 ） の 場 合 は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 を 、 演 算 回 路 １ ４ に 出 力 す る よ う に
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ６ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ ２ に お い て 、 共 通 偏 波 の 電 波 が 存 在 す る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ９
３ に 進 み 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 図 ２ ０ の ス テ ッ プ Ｓ
７ ４ で 共 通 偏 波 の 電 波 に よ っ て 送 信 し て く る 依 頼 デ ー タ を 受 信 す る 。 即 ち 、 依 頼 先 と な り
う る ICチ ッ プ １ j で は 、 ア ン テ ナ １ １ に お い て 電 波 が 受 信 さ れ 、 そ の 受 信 信 号 が 無 線 回 路
１ ２ に 供 給 さ れ る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 か ら 、 依 頼 元 の ICチ ッ
プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ を 得 て 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ２ ７ ０ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ３ か ら Ｓ ９ ４ に 進 み 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j で は 、 演 算
回 路 １ ４ が 、 図 ６ の ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お け る 場 合 と 同 様 に 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の
依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド が 、 自 身 に 関 係 す る か ど う か 、 即 ち 、 例 え ば 、 依 頼 デ ー タ
に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で あ る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ ２ ７ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ ４ に お い て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド
に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ １ に 戻 り 、
以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ２ ７ ２ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ４ に お い て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ
マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 依 頼 先 と な り う る
ICチ ッ プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ マ ン ド に 対 応 す る 信
号 処 理 を 行 う 、 い わ ば 正 式 な 依 頼 先 と な っ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ５ に 進 み 、 以 下 、 そ の 信 号 処
理 を 行 う た め の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ２ ７ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ ５ で は 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j は 、 共 通 偏 波 の 電 波 の セ ン シ ン グ を
行 う 。 即 ち 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ５ で は 、 ICチ ッ プ １ j の ア ン テ ナ １ １ が 電 波 を 受 信 し 、 そ の 受
信 信 号 を 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 を 、 信
号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算 回 路 １ ４ に 供 給 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ５ か ら Ｓ ９ ６ に 進 み 、
演 算 回 路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２ か ら の 信 号 に 基 づ き 、 共 通 偏 波 の 電 波 が 、 他 の ICチ ッ プ に
よ っ て 使 用 （ 送 信 ） さ れ て い る か ど う か を 判 定 す る 。
【 ０ ２ ７ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ ６ に お い て 、 共 通 偏 波 の 電 波 が 使 用 さ れ て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ
プ Ｓ ９ ７ に 進 み 、 演 算 回 路 １ ４ は 、 ラ ン ダ ム な 時 間 だ け の 待 ち 時 間 を お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ
９ ５ に 戻 り 、 以 下 、 同 様 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 即 ち 、 共 通 偏 波 の 電 波 が 他 の ICチ ッ プ に
お い て 使 用 さ れ て い る 場 合 に は 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ５ 乃 至 Ｓ
９ ７ の 処 理 を 繰 り 返 し 、 こ れ に よ り 、 共 通 偏 波 の 電 波 の 使 用 が 終 了 す る の を 待 つ 。
【 ０ ２ ７ ５ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ６ に お い て 、 共 通 偏 波 の 電 波 が 使 用 さ れ て い な い と 判 定 さ れ た 場
合 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ８ に 進 み 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の
依 頼 デ ー タ に 対 す る 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 、 共 通 偏 波 の 電 波 に よ っ て 送 信 す る
。
【 ０ ２ ７ ６ 】
　 即 ち 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j で は 、 演 算 回 路 １ ４ が 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ
ー タ に 対 す る 応 答 と し て の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 生 成 し 、 無 線 回 路 １ ２ に 供 給 す る 。 無 線 回
路 １ ２ は 、 演 算 回 路 １ ４ か ら の ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 、 共 通 偏 波 の 電 波 と し て 、 ア ン テ ナ １
１ か ら 射 出 さ せ る 。
【 ０ ２ ７ ７ 】
　 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j が ス テ ッ プ Ｓ ９ ８ で 送 信 す る 共 通 偏 波 の 電 波 は 、 接 続 板 ２ 上 の 他
の す べ て の ICチ ッ プ で 受 信 さ れ る 。 但 し 、 そ の 共 通 偏 波 の 電 波 を 受 信 し て 処 理 す る の は 、
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図 ２ ０ で 説 明 し た 処 理 を 行 う 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i だ け で あ り 、 他 の ICチ ッ プ で は 、 特 に
処 理 は 行 わ れ な い 。
【 ０ ２ ７ ８ 】
　 こ こ で 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j が 送 信 す る ア ク ノ リ ッ ジ ACKの フ ォ ー マ ッ ト と し て
は 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 し た 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 送 信 す る 依 頼 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト と
同 一 の フ ォ ー マ ッ ト を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ７ ９ 】
　 こ の 場 合 、 ア ク ノ リ ッ ジ ACKの 先 頭 に は 、 依 頼 デ ー タ の 先 頭 に 配 置 さ れ て い た 送 信 局 ID
に 含 ま れ て い た 設 定 偏 波 の 情 報 を 含 む 送 信 局 IDが 配 置 さ れ る 。 さ ら に 、 そ の 送 信 局 IDの 後
に は 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j が 行 う 信 号 処 理 に 対 応 す る コ マ ン ド （ コ マ ン ド コ ー ド
） が 配 置 さ れ る 。 な お 、 ア ク ノ リ ッ ジ ACKの 先 頭 に 配 置 さ れ る 送 信 局 IDに は 、 設 定 符 号 の
情 報 の 他 、 依 頼 先 と な っ た ICチ ッ プ １ j を 識 別 す る た め の IDな ど を 含 ま せ る こ と も 可 能 で
あ る 。
【 ０ ２ ８ ０ 】
　 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ８ に お い て ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 し た 後 は 、 ス
テ ッ プ Ｓ ９ ９ に 進 み 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j の 演 算 回 路 １ ４ は 、 無 線 回 路 １ ２ を 制 御 す る
こ と に よ り 、 ア ン テ ナ １ １ か ら 射 出 す る 電 波 の 偏 波 を 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ３ で 受 信 し た 依 頼 デ
ー タ に 含 ま れ る 送 信 局 IDが 表 す 設 定 偏 波 に 設 定 す る 。
【 ０ ２ ８ １ 】
　 即 ち 、 こ れ に よ り 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i と 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j と に お い て 、 信 号 処 理
の 対 象 と す る 信 号 を 送 受 信 す る 電 波 と し て 、 同 一 の 偏 波 の 電 波 が 設 定 さ れ 、 第 ２ の 通 信 が
可 能 と な る 。
【 ０ ２ ８ ２ 】
　 な お 、 依 頼 先 と な る ICチ ッ プ は 、 １ つ と は 限 ら ず 、 複 数 の 場 合 が あ る 。 依 頼 先 と な る IC
チ ッ プ が 複 数 の 場 合 に は 、 そ の 複 数 の 依 頼 先 の ICチ ッ プ そ れ ぞ れ と 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i

と に お い て 、 信 号 処 理 の 対 象 と す る 信 号 を 送 受 信 す る 電 波 の 偏 波 と し て 、 同 一 の 偏 波 が 設
定 さ れ る 。 そ し て 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i が 送 信 す る 、 信 号 処 理 の 対 象 と す る 信 号 は 、 依
頼 先 と な っ た ICチ ッ プ だ け が 受 信 す る こ と に な る 。
【 ０ ２ ８ ３ 】
　 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ９ の 処 理 後 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ に 進 み 、 依 頼
元 の ICチ ッ プ １ i が 図 ２ ０ の ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ に お い て 設 定 偏 波 の 電 波 で 送 信 し て く る 、 信
号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 受 信 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に 進 む 。 即 ち 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １

j で は 、 ア ン テ ナ １ １ に お い て 設 定 偏 波 の 電 波 が 受 信 さ れ 、 そ の 受 信 信 号 が 無 線 回 路 １ ２
に 供 給 さ れ る 。 無 線 回 路 １ ２ は 、 ア ン テ ナ １ １ か ら の 受 信 信 号 、 つ ま り 、 い ま の 場 合 、 依
頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 を 抽 出 し 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ の 演 算
回 路 １ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ２ ８ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ で は 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j の 演 算 回 路 １ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ８ で ア
ク ノ リ ッ ジ ACKに 含 ま せ た コ マ ン ド に 対 応 す る 信 号 処 理 を 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ で 受 信 し た
信 号 を 対 象 と し て 行 い 、 必 要 に 応 じ て 、 そ の 信 号 処 理 の 結 果 を 、 記 憶 回 路 １ ５ に 記 憶 さ せ
、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ２ ８ ５ 】
　 な お 、 依 頼 先 の ICチ ッ プ １ j は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ の 信 号 処 理 の 結 果 得 ら れ た 信 号 の 、
さ ら な る 信 号 処 理 を 、 他 の ICチ ッ プ に 依 頼 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 依 頼 先 の ICチ ッ
プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ と な っ て 、 図 ２ ０ で 説 明 し た 処 理 を 行 う 。
【 ０ ２ ８ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 ICチ ッ プ １ i は 、 他 の す べ て の ICチ ッ プ j と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通
信 と 、 他 の ICチ ッ プ j か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と が 可 能 で あ り 、
第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 や 符 号 分 割 に よ り 、 あ る い は 偏 波 を 調 整 す る こ と に よ り 、 通 信
相 手 を 制 限 し て 行 わ れ る の で 、 即 ち 、 放 送 的 な 形 態 の 第 １ の 通 信 と 通 信 的 な 形 態 の 第 ２ の
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通 信 と の 両 方 に よ る 、 新 し い 形 態 の 通 信 に よ っ て 、 信 号 の 送 受 信 を 行 う こ と が で き る の で
、 自 由 度 の 高 い 柔 軟 な 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 信 号 処 理 に 必 要 な 信 号
を 効 率 的 に や り と り し 、 信 号 処 理 の 効 率 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ８ ７ 】
　 ま た 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ を 受 信
し 、 そ の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る 信 号 処 理 を 指 示 す る コ マ ン ド （ 信 号 ） に し た が い 、 そ の 信
号 処 理 を 行 っ た り 、 行 わ な か っ た り す る 。 さ ら に 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j は 、 複
数 種 類 の 信 号 処 理 が 可 能 な 場 合 は 、 依 頼 元 の ICチ ッ プ １ i か ら の 依 頼 デ ー タ に 含 ま れ る コ
マ ン ド に し た が い 、 行 う 信 号 処 理 を 変 更 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 ICチ ッ プ １ 1 乃 至
１ 5 か ら な る 信 号 処 理 装 置 で は 、 装 置 全 体 と し て 行 わ れ る 信 号 処 理 を 、 容 易 に 変 更 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ２ ８ ８ 】
　 な お 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j が 依 頼 先 と な ら な い 場 合 は 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ は
、 外 部 か ら の 電 波 に 対 応 す る 信 号 に 対 し て は 、 何 ら の 処 理 も 行 わ な い の で あ っ て 、 必 ず し
も 、 信 号 処 理 を し て い な い わ け で は な い 。 即 ち 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ １ j が 依 頼 先
と な ら な い 場 合 で あ っ て も 、 信 号 処 理 回 路 １ ３ は 、 単 独 で 、 何 ら か の 信 号 処 理 を 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ２ ８ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 、 ICチ ッ プ に 適 用 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 そ の 他 、 例
え ば 、 回 路 基 板 に も 適 用 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 上 述 し た 説 明 は 、 ICチ ッ プ に 相 当 す る
記 述 を 、 回 路 基 板 に 読 み 替 え た も の と す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ９ ０ 】
　 こ こ で 、 上 述 し た ICチ ッ プ や 回 路 基 板 に よ っ て 、 電 子 機 器 を 構 成 し た 場 合 に は 、 そ の よ
う な 複 数 の 電 子 機 器 が 近 接 し て 配 置 さ れ た と き に 、 各 電 子 機 器 の 機 能 を 変 更 （ バ ー ジ ョ ン
ア ッ プ ） さ せ る こ と が で き る 。 即 ち 、 例 え ば 、 半 導 体 チ ッ プ や 回 路 基 板 に よ っ て 構 成 さ れ
た テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 と VTR(Video Tape Recoder)が そ れ ぞ れ 単 独 で 離 れ た 位 置 に 配 置 さ
れ た 場 合 に は 、 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 を 構 成 す る ICチ ッ プ 等 ど う し で 通 信 が 行 わ れ る こ と に
よ り 所 定 の 信 号 処 理 が 行 わ れ る 一 方 で 、 VTRを 構 成 す る ICチ ッ プ 等 ど う し で 通 信 が 行 わ れ
る こ と に よ り 所 定 の 信 号 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ２ ９ １ 】
　 そ し て 、 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 と VTRと が 隣 接 す る よ う に 配 置 さ れ た 場 合 に は 、 テ レ ビ ジ
ョ ン 受 像 機 を 構 成 す る ICチ ッ プ 等 ど う し で の 通 信 と 、 VTRを 構 成 す る ICチ ッ プ 等 ど う し で
の 通 信 の 他 、 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 を 構 成 す る ICチ ッ プ 等 と 、 VTRを 構 成 す る ICチ ッ プ 等 と
で の 通 信 も 可 能 と な り 、 そ の よ う な 通 信 が 行 わ れ る こ と で 、 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 と VTRの
全 体 で 、 新 た な 信 号 処 理 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ９ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 信 号 を や り と り す る 通 信 を 、 電 磁 波 に よ っ て 行 う こ と と し た
が 、 通 信 は 、 そ の 他 、 例 え ば 、 光 に よ っ て 行 う よ う に す る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 通
信 は 、 無 線 で は な く 、 光 フ ァ イ バ 等 を 用 い た 有 線 で 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ９ ３ 】
　 ま た 、 依 頼 先 と な り う る ICチ ッ プ の う ち 、 ア ク ノ リ ッ ジ ACKを 送 信 （ 返 信 ） し な い も の
、 即 ち 、 依 頼 先 と な ら な い ICチ ッ プ で も 、 他 の ICチ ッ プ で や り と り さ れ る 電 波 を 受 信 す る
こ と が 可 能 で あ る 。 但 し 、 依 頼 先 と な ら な い ICチ ッ プ に お い て 、 他 の ICチ ッ プ で や り と り
さ れ る 電 波 を 受 信 し て も 、 そ の 受 信 信 号 は 無 視 さ れ る 。
【 ０ ２ ９ ４ 】
　 さ ら に 、 図 ２ の 信 号 処 理 装 置 全 体 と し て 、 ど の よ う な 信 号 処 理 を 行 う か は 、 あ る ICチ ッ
プ そ の 他 の 任 意 の 装 置 か ら 、 す べ て の ICチ ッ プ に 対 し て 、 第 １ の 通 信 に よ り 報 知 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ２ ９ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 １ つ の 依 頼 デ ー タ に 、 第 ２ の 通 信 で 用 い る １ つ の 周 波 数 を 設
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定 す る よ う に し た が 、 そ の 他 、 例 え ば 、 依 頼 デ ー タ に 配 置 さ れ た １ 以 上 の コ マ ン ド に 対 応
す る 信 号 処 理 の 対 象 と な る 信 号 そ れ ぞ れ ご と に 、 そ の 信 号 を 第 ２ の 通 信 に よ っ て 送 受 信 す
る 周 波 数 を 設 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 第 ２ の 通 信 の 通 信 相 手 を 、 符 号 分 割 や 偏 波 面 の 調
整 に よ っ て 制 限 す る 場 合 も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ ２ ９ ６ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 本 発 明 を 、
　 ３ 以 上 の 信 号 処 理 手 段 と し て の ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 を 備 え る 信 号 処 理 装 置 に お い て 、
　 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 そ れ ぞ れ が 、
　 　 他 の ICチ ッ プ と 通 信 を 行 う 通 信 部 と し て の 無 線 回 路 １ ２ と 、
　 　 無 線 回 路 １ ２ で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 と し て の 信 号 処 理
回 路 １ ３ と
　 を 有 し 、
　 ICチ ッ プ １ 1 乃 至 １ 5 の う ち の 少 な く と も １ つ は 、
　 　 他 の す べ て の ICチ ッ プ と の 通 信 を 同 時 に 行 う 第 １ の 通 信 と 、
　 　 他 の ICチ ッ プ か ら 、 通 信 相 手 を 制 限 し て 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 と
　 が 可 能 で あ り 、
　 第 ２ の 通 信 は 、 周 波 数 分 割 や 符 号 分 割 に よ り 、 あ る い は 偏 波 の 調 整 に よ り 通 信 相 手 を 制
限 し て 行 わ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 信 号 処 理 装 置
　 に 適 用 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 そ の 他 、 本 発 明 は 例 え ば 、
　 第 １ 、 第 ２ 、 お よ び 第 ３ の 信 号 処 理 手 段 を 備 え る 信 号 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 信 号 処 理 手 段 は 、
　 　 前 記 第 ２ ま た は 第 ３ の 信 号 処 理 手 段 と 通 信 を 行 う 第 １ の 通 信 部 と 、
　 　 前 記 第 １ の 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 第 １ の 信 号 処 理 部 と
　 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 信 号 処 理 手 段 は 、
　 　 前 記 第 １ ま た は 第 ３ の 信 号 処 理 手 段 と 通 信 を 行 う 第 ２ の 通 信 部 と 、
　 　 前 記 第 ２ の 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 第 ２ の 信 号 処 理 部 と
　 を 有 し 、
　 前 記 第 ３ の 信 号 処 理 手 段 は 、
　 　 前 記 第 １ ま た は 第 ２ の 信 号 処 理 手 段 と 通 信 を 行 う 第 ３ の 通 信 部 と 、
　 　 前 記 第 ３ の 通 信 部 で 受 信 し た 信 号 に 基 づ い て 信 号 処 理 を 行 う 第 ３ の 信 号 処 理 部 と
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 乃 至 第 ３ の 通 信 部 は 、
　 　 周 波 数 分 割 多 重 方 式 、 符 号 分 割 多 重 方 式 、 ま た は 所 定 の 偏 波 面 の 電 波 に よ り 通 信 を 行
い 、
　 　 通 信 相 手 を 制 限 し な い 通 信 と 、 通 信 相 手 を 制 限 す る 通 信 と に お い て 、 異 な る 周 波 数 、
符 号 、 ま た は 偏 波 面 の 電 波 を 用 い る
　 こ と を 特 徴 と す る 信 号 処 理 装 置
　 に 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ９ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た ICチ ッ プ の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 を 適 用 し た 信 号 処 理 装 置 の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 周 波 数 分 割 多 重 方 式 の 通 信 が 行 わ れ る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 周 波 数 分 割 多 重 方 式 の 通 信 が 行 わ れ る 場 合 の ICチ ッ プ １ i の 処 理 を 説 明 す る フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 依 頼 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 周 波 数 分 割 多 重 方 式 の 通 信 が 行 わ れ る 場 合 の ICチ ッ プ １ j の 処 理 を 説 明 す る フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 ７ 】 コ マ ン ド LUTを 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 符 号 分 割 多 重 方 式 の 通 信 が 行 わ れ る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 符 号 分 割 多 重 方 式 の 通 信 が 行 わ れ る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 符 号 分 割 多 重 方 式 の 通 信 が 行 わ れ る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 符 号 分 割 多 重 方 式 の 通 信 が 行 わ れ る 場 合 の ICチ ッ プ １ i の 処 理 を 説 明 す る フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 符 号 分 割 多 重 方 式 の 通 信 が 行 わ れ る 場 合 の ICチ ッ プ １ j の 処 理 を 説 明 す る フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 M系 列 生 成 回 路 の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 ス タ ッ ク ア ン テ ナ の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 偏 波 面 の 調 整 を 行 う た め の ス タ ッ ク ア ン テ ナ の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 偏 波 面 の 調 整 を 行 う た め の ス タ ッ ク ア ン テ ナ の 構 成 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 偏 波 面 の 調 整 を 行 う 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 水 平 偏 波 の 電 波 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 垂 直 偏 波 の 電 波 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 偏 波 面 の 調 整 が 行 わ れ た 電 波 に よ る 通 信 が 行 わ れ る 場 合 の ICチ ッ プ １ i の 処 理
を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ １ 】 偏 波 面 の 調 整 が 行 わ れ た 電 波 に よ る 通 信 が 行 わ れ る 場 合 の ICチ ッ プ １ j の 処 理
を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ２ ９ ８ 】
　 １ 1 乃 至 １ 5 　 ICチ ッ プ ， 　 ２ 　 接 続 板 ， 　 １ １ 　 ア ン テ ナ ， 　 １ ２ 　 無 線 回 路 ， 　 １ ３
　 信 号 処 理 回 路 ， 　 １ ４ 　 演 算 回 路 ， 　 １ ５ 　 記 憶 回 路 ， 　 １ ６ 　 ア ー ス 端 子 ， 　 １ ７ 　
電 源 端 子 ， 　 ３ １ 1 乃 至 ３ １ 7 　 シ フ ト レ ジ ス タ ， 　 ３ ２ 　 XORゲ ー ト ， 　 ４ １ 1 ， ４ １ 2 　
ア ン テ ナ ， 　 ５ ２ 1 ， ５ ２ 2 ， ５ ３ 1 ， ５ ３ 2 　 ス イ ッ チ ， 　 ６ １ 　 基 準 ケ ー ブ ル ， 　 ６ ２ 　
１ ８ ０ 度 ケ ー ブ ル ， 　 ６ ３ 　 基 準 ケ ー ブ ル ， 　 ６ ４ 　 ２ ７ ０ 度 ケ ー ブ ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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